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ＮＴＴグループの動き
NTTグループのCI の刷新について

　NTT グループは1985年の民営化以来、固定通信からモバイル通信、IT ビジネス、不動産やエ
ネルギーなど多角的な事業を国内外で展開し、社会課題の解決に取り組んでまいりました。民営
化から40年が経過し、設立時に設定した「日本電信電話株式会社」という商号と、事業内容の
ギャップが大きくなっています。こうした中、NTT グループは、競争の激しいグローバル市場
において、国内外統一のコンセプトのもと NTT グループの技術力やケイパビリティを分かりや
すく示し、先進的なグローバル企業としてのブランド向上を図るため、グループの CI を刷新し
ます。

（1）グローバル市場を重視した商号、ロゴデザインへの刷新

（2）NTTグループの企業ブランド統一
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☆報道発表資料
NTTドコモ 任命日 2025年６月16日

新　職 現　職 氏　名
四国支社長 総務人事部 秘書室長 蓑　手　康　史

NTT西日本 任命日 2025年6月30日
現　職 氏　名

辞職
（日本コムシス㈱入社予定） 高知支店長 齋　藤　幸　生

任命日 2025年７月１日
新　職 現　職 氏　名

ビジネス営業本部
エンタープライズビジネス 

営業部　担当部長
香川支店長 徳　永　久　雄

ＮＴＴファイナンス㈱ 徳島支店長 加　藤　　　拓
香川支店長 四国支店　事業推進室長 木　田　愛希子
徳島支店長 経営企画部　担当部長 小　倉　博　明

高知支店長 NTTビジネスソリューションズ㈱
大阪ビジネス営業部　担当部長 青　木　俊　介

任命日 2025年７月１日
新　職 現　職 氏　名

香川支店長 株式会社ドコモCS四国 香川営業部長 藤　目　幸　宏
高知支店長 経営企画部 料金企画室 担当課長 酒　井　　　広

☆ＮＴＴ西日本グループ　2024年度決算

■決算の概要
＜決算状況＞
　営業収益は 14,686億円（対前年▲283億円）
　営業利益は 818億円（対前年▲571億円）となりました。
　計画に対しては、システムインテグレーション収入増や ARPU 改善・光サービス純増の好調
継続的なコスト改善の実施などにより、営
業収益＋236億円、営業利益は＋18億円の
増益となり、目標としていた800億円の利
益達成を実現しました。
　一方、前年度に対しては、継続した固定
音声関連収入の減に加え、2023年度に実施
したノンコア資産売却の反動、将来の持続
的成長に向けた先行施策の実施などにより、
減収減益となりました。
　決算の概要をまとめたものが図表１です。
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■決算の内訳
●営業収益のポイント
＜対前年の状況＞
　営業収益は、対前年▲283億円の14,686億円となりました。対前年の状況を図表２にまとめ
ています。
　ここでは、「①光・イーサ系収入」「②システムインテグレーション収入」「③グループ会社収
入等」について解説します。

＜①光・イーサ系収入＞
　光 ARPU 拡大による収入増などがあった一方、ひかり電話の収入減などにより、対前年▲32
億円となりました。
＜②システムインテグレーション収入＞
　SI 収入やデータセンタ収入の増などにより、対前年＋211億円となりました。
＜③グループ会社収入＞
　NTT ソルマーレの電子コミック事業の売上の拡大などによる増収があった一方、ノンコア資
産売却の反動や NTT マーケティングアクト ProCX におけるコロナ関連需要の反動減などによ
り、対前年▲234億円となりました。

●営業費用のポイント
＜対前年の状況＞
　営業費用は、対前年＋287億円の13,868億円となりました。対前年の状況を図表３にまとめ
ています。
　ここでは、「①人件費」「②経費」「③減価償却費」「④固定資産除却費」ごとに、増減要因を解
説します。
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■2024年度の振り返りと2025年度に向けて
　2024年度は、成長事業の拡大やコスト改善などを実施したものの、固定音声収入の減に加え、
前年度一時的要素の反動や将来の持続的成長に向けた先行施策などの影響により対前年減益とな
りました。
　2025年度は、固定音声
収入の減は継続するもの
の、成長事業の拡大や不
断のコスト改善などによ
り、追加の先行施策除き
での対前年増益をめざし
ます。
　2024年度の振り返りと
2025年度のポイントをま
とめたものが図表４です。

■2025年度の具体的な取り組み
　持続的かつ安定的な事
業運営に向け、「①通信事
業の維持・拡大」「②法人
事業の拡大」「③新規サー
ビス・事業の拡大」「④
DX による CX ／ EX の向
上」に取り組み、2025年
度の目標達成をめざして
取り組んでいきます。

＜①人件費＞
　制度変更による賃金単金増影響はあるものの、退職による人員数の減少（業務効率化により対
処）などにより、対前年▲24億円となりました。
＜②経費＞
　前年に実施したグループ共通 IT 移行費の反動減や経営改善施策によるコスト削減などはある
ものの、収益連動経費の増加や、将来の持続的成長に向けた先行施策の一部実施などにより、対
前年＋142億円となりました。
＜③減価償却費＞
　IWANや光クロスなどの機械設備投資の拡大などにより、対前年＋106億円となりました。
＜④固定資産除却費＞　将来の持続的成長に向けた先行施策として、老朽化設備および不要設備
の撤去を実施したことなどにより、対前年＋48億円となりました。

4
Copyright 2025 NTT WEST CORPORATION

営業利益の状況・見通し

2025年度(E)2024年度2023年度

(単位：億円)

1,389

818 770物価高騰影響等含む
物価高騰影響等含む

●2024年度
成長事業の拡大やコスト改善等を実施したものの、固定音声収入の減に加え、
前年度一時的要素の反動や将来の持続的成長に向けた先行施策等の影響により対前年減益

●2025年度
固定音声収入の減は継続するものの、成長事業の拡大や不断のコスト改善等により、
追加の先行施策除きでの対前年増益をめざす
(将来の成長をより確実なものとするため、引き続き先行施策を実施)

2024年度
先行施策等
の影響
＋100

※高付加価値サービス (Wi-Fi,セキュリティ,クラウド等)を除く

※

※

固定音声
収入減
▲240 2023年度

一時的要素
の反動
▲230

固定音声
収入減
▲230

経営改善等
＋70

経営改善等
＋130

2024年度
先行施策等
▲170

追加の
先行施策
▲50

5
Copyright 2025 NTT WEST CORPORATION

2025年度の具体的な取組み

1

2

4

3

通信事業の維持・拡大

法人事業の拡大

新規サービス・事業の拡大

DXによるCX/EXの向上
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お
知
ら
せ

☆
第
54
回
四
国
地
方
本
部
総
会
の
開
催

　

令
和
７
年
５
月
13
日
㈫
、
松
山
市
の
「
リ
ジ
ェ
ー

ル
松
山
」
に
お
い
て
、
各
県
支
部
代
議
員
及
び
電
友

会
四
国
地
方
本
部
の
顧
問
等
46
名
出
席
の
も
と
、
第

54
回
四
国
地
方
本
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
四
国
４
県
の
物
故
者
に
対
す
る
黙
祷
を
行

い
、
吉
岡
本
部
長
の
挨
拶
、
ご
来
賓
を
代
表
し
て
Ｎ

Ｔ
Ｔ
西
日
本
四
国
支
店
鈴
木
支
店
長
並
び
に
電
友
会

本
部
山
本
副
会
長
の
ご
祝
辞
の
後
、
総
会
の
議
長
に

徳
島
県
支
部
の
戸
川
代
議
員
を
選
出
し
、
令
和
６
年

度
事
業
報
告
、
同
収
支
計
算
書
報
告
及
び
会
計
監
査

報
告
が
行
わ
れ
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
令
和
７
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
同

収
支
予
算
書
（
案
）
が
審
議
さ
れ
、
次
の
と
お
り
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
終
了
後
新
た
に
来
賓
10
名
を
お
迎
え

し
、
総
勢
56
名
に
よ
る
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。

■
令
和
7
年
度
四
国
地
方
本
部
事
業
計
画

　
「
会
員
に
と
っ
て
よ
り
価
値
の
あ
る
電
友
会
活
動
」

及
び
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
も
頼
り
が
い
の

あ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
電
友
会
活
動
」
を
基
本

理
念
と
し
て
、
電
友
会
本
部
及
び
各
県
支
部
と
一
体

と
な
り
次
の
５
つ
の
重
点
項
目
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
と
し
ま
す
。

１
．
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

⑴
会
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実

①�

会
報
誌
へ
の
投
稿
等
に
よ
る
会
員
相
互
の
情
報

交
換

②�

高
齢
会
員
に
対
す
る
お
元
気
コ
ー
ル
等
の
実
施

⑵
仲
間
づ
く
り
と
楽
し
い
活
動
の
実
践

　

各
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
電
友
会
活
動
の
積

極
的
な
紹
介

①�

サ
ー
ク
ル
活
動
活
性
化
の
た
め
の
支
援

②�

各
種
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
充
実

③�

総
会
及
び
Ｎ
Ｔ
Ｔ
退
職
者
交
流
会
へ
の
積
極
的

な
参
加
呼
び
か
け

⑶
総
会
の
開
催

　

昨
年
度
に
引
き
続

き
集
合
形
式
で
の
総

会
・
懇
親
会
の
開
催

⑷
健
康
増
進
・
生
活
安

全
等
へ
の
取
り
組
み

①�

会
報
の
健
康
コ
ー

ナ
ー
の
充
実
（
会

員
か
ら
の
投
稿
及

び
健
康
講
座
）

②�

会
報
の
高
齢
者
向

け
安
全
対
策
コ
ー
ナ
ー
の
充
実

⑸
女
性
会
員
の
参
画
に
よ
る
活
動
の
活
性
化

　

女
性
会
員
を
中
心
と
し
た
各
種
活
動
の
活
性
化

⑹
会
員
の
自
動
払
込
利
用
の
推
進

　
「
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
」
の
自
動
払
込
利
用
促
進
に

よ
る
会
員
の
利
便
性
向
上

２
．
社
会
へ
の
貢
献

⑴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
る
貢
献

①�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
掘
り
起
こ
し
及
び
優
良

事
例
の
表
彰

②�

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
へ
の
積
極
的

な
協
力
・
参
加

③�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
対
す
る
活
動
の
推
奨
及

び
活
動
物
品
支
援

《総会模様》

《吉岡本部長挨拶》
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⑵
会
員
の
就
労
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

①�
有
意
義
な
シ
ニ
ア
生
活
を
送
る
た
め
の
就
労

ニ
ー
ズ
の
把
握
及
び
就
労
機
会
の
提
供

②�

Ａ
Ｓ
Ｏ
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
支
援
機
構
）
を

通
じ
た
防
災
監
視
業
務
及
び
Ｓ
Ｓ
Ｌ
（
ス
マ
ー

ト
シ
ニ
ア
リ
ー
グ
）
活
動
へ
の
参
加

３
．�

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
諸
施
策
へ
の
協
力
と
連
携
強
化

⑴�

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
価
値
あ
る
団
体
の

維
持

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
経
営
幹
部
へ
の
電
友
会
活
動

状
況
の
報
告
と
存
在
価
値
の
ア
ピ
ー
ル

⑵�

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
へ
の
積
極
的
参
加

　

Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
へ
の
積
極
的
参
加
に
よ
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ

グ
ル
ー
プ
の
企
業
イ
メ
ー
ジ
向
上
へ
の
貢
献

⑶�

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
事
業
へ
の
協
力
・
支
援

①�

Ｎ
Ｔ
Ｔ
主
催
の
退
職
者
交
流
会
開
催
に
伴
う

デ
ー
タ
整
備
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
へ
の
案
内
、
問
合

せ
対
応
及
び
出
席
者
の
取
り
ま
と
め
等
を
一
元

的
に
行
う
こ
と
に
よ
る
円
滑
な
運
営
及
び
Ｎ
Ｔ

Ｔ
の
業
務
効
率
化
へ
の
貢
献

②�

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ビ
ル
周
辺
の
清
掃
活
動
等
及
び
駐
輪
場

監
視
業
務
等
に
よ
る
環
境
美
化
へ
の
貢
献

③�

地
域
交
流
会
参
加
会
員
へ
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
事
業
動
向

の
理
解
と
浸
透

④�

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
事
業
動
向
等
の
電
友
会
会
報

等
へ
の
掲
載

４
．
自
然
災
害
等
へ
の
対
応

⑴
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
の
取
り
組
み

①�

災
害
等
発
生
時
の
地
方
本
部
及
び
県
支
部
の
行

動
計
画
策
定

②�

地
区
幹
事
等
を
キ
ー
マ
ン
と
し
た
緊
急
連
絡
体

制
の
整
備

⑵
感
染
症
等
予
防
対
策

　

各
種
感
染
予
防
対
策
の
励
行
と
注
意
喚
起
の
実

施
５
．
会
員
の
確
保
と
財
務
基
盤
の
健
全
化

⑴
会
員
の
確
保

①�
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
退
職
予
定
者
へ
の
入
会
勧
奨

の
強
化

◦�

電
友
会
主
催
に
よ
る
「
年
金
・
健
康
保
険
等
説

明
会
」
の
継
続
開
催

◦�

60
歳
定
年
継
続
勤
務
者
へ
の
会
費
免
除
会
員
制

度
の
訴
求
に
よ
る
早
期
囲
い
込
み

◦�

Ｎ
Ｔ
Ｔ
事
業
推
進
担
当
と
の
連
携
を
密
に
し
た

ア
プ
ロ
ー
チ

◦�

電
友
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
入
会
申
込
書
、
返
信

用
封
筒
を
セ
ッ
ト
に
し
た
入
会
案
内
の
送
付

◦�

各
社
退
職
手
続
き
説
明
会
で
の
電
友
会
活
動
の

紹
介
と
入
会
勧
奨

◦�

職
場
上
司
を
通
じ
た
退
職
予
定
者
へ
の
入
会
呼

び
か
け

◦�

会
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
最
大
限
に
活
用
し
た
退

職
予
定
者
の
把
握

②�

未
入
会
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
へ
の
入
会
勧
奨
の
強
化

◦�

Ｎ
Ｔ
Ｔ
継
続
勤
務
者
に
対
す
る
会
費
免
除
会
員

制
度
を
訴
求
し
た
入
会
勧
奨

◦�

Ｎ
Ｔ
Ｔ
事
業
推
進
担
当
と
の
連
携
を
密
に
し
た

ア
プ
ロ
ー
チ

◦�

既
再
就
職
者
に
対
す
る
入
会
勧
奨
の
推
進

◦�

会
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
最
大
限
に
活
用
し
た
既

再
就
職
者
の
把
握

◦�

近
隣
の
未
加
入
会
員
へ
の
入
会
勧
奨
（
地
域
幹

事
か
ら
の
声
掛
け
）

◦�

サ
ー
ク
ル
活
動
、
退
職
者
交
流
会
等
を
通
じ
た

未
入
会
者
へ
の
入
会
勧
奨

③�

電
友
会
本
部
と
連
携
し
た
施
策
展
開

◦�

「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
プ
」
へ
の
電
友
会
の
活
動

状
況
の
掲
載

◦�

電
友
会
の
認
知
度
向
上
の
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
の

掲
示

⑵
財
務
基
盤
の
健
全
化

①�

会
員
の
維
持
拡
大
に
よ
る
会
費
収
入
の
確
保
と

会
費
収
納
の
徹
底

②�

地
方
本
部
及
び
県
支
部
総
会
、
会
報
発
行
、
趣

味
の
作
品
展
等
に
か
か
る
費
用
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
分
担
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令和７年度収支予算書
（令和７年４月１日～令和８年３月31日）

【収入の部】� （単位：円）

【支出の部】

科　　目 予算額 記事
前期繰越金 646,668
分担金収入 1,500,000 NTT西日本より（総会費、会報費）
配布金収入 1,864,800 本部より（運営補助費）
総 会 収 入 120,000 総会祝金
広 告 収 入 1,030,000 広告掲載、チラシ封入等
利 息 収 入 200
その他収入 1,700,000 令和7年度退職者交流会案内等
特別基金繰入金 0 特別基金からの繰り入れ

計 6,861,668

科　　目 予算額 記事
事 業 費 3,470,000 会報費、その他施策費等
会 議 費 2,000,000 総会費、その他会議等
事 務 費 580,000 用品費、複写機保守料等
そ の 他 50,000 給与事務委託手数料等
次期繰越金 761 668

計 6,861,668

　

た
だ
今
ご
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
四
国
支
店
の
鈴
木
で

ご
ざ
い
ま
す
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
一
言
ご
挨
拶
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
も
っ
て
本
日
、
第
54
回
電
友
会
四
国
地
方
本
部
総
会
が
こ
の
よ
う
に

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お
歓
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
電
友
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
日
頃
よ
り
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ

の
事
業
運
営
に
対
し
、
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

折
角
の
機
会
で
す
の
で
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
現
状
に
つ
い
て
少
し
お
話
し

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
初
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
業
績
で
す
が
、
先
週
５
月
９
日
に
発
表
さ
れ

た
連
結
決
算
で
は
対
前
年
「
増
収
減
益
」
と
な
り
、
特
に
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ビ

ジ
ネ
ス
を
中
心
と
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業
や
法
人
事
業
な
ど
の
成
長
分
野
が

好
調
で
増
収
を
牽
引
し
ま
し
た
。
一
方
、
私
の
所
属
す
る
地
域
セ
グ
メ
ン
ト

と
言
わ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
は
残
念
な
が
ら
対
前

年
「
減
収
減
益
」
と
い
う
厳
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
前
職
の
経
営
管
理

部
門
で
２
０
２
４
年
度
の
計
画
を
立
て
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
時
に
「
減
収

減
益
」
の
計
画
を
立
て
て
お
り
、
実
は
計
画
上
は
達
成
し
て
い
る
と
い
う
状

況
で
す
。
従
い
ま
し
て
こ
の
状
況
を
理
解
し
た
う
え
で
こ
こ
か
ら
反
転
攻
勢

を
目
指
し
て
い
く
と
い
う
決
算
に
な
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
し
た
の
で
、

こ
こ
か
ら
頑
張
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に

は
２
０
２
３
年
度
に
実
施
し
た
ノ
ン
コ
ア
資
産
、
遊
休
不
動
産
売
却
で
大
き

な
利
益
を
出
し
て
い
た
の
が
昨
年
度
は
な
か
っ
た
こ
と
や
、
固
定
電
話
の
減

少
が
厳
し
く
下
げ
止
ま
り
が
止
ま
ら
な
い
の
に
加
え
、
将
来
の
持
続
的
成
長

�
�
� 

鈴
木
支
店
長
祝
辞 

�
�
�

�������������������������������������������

金
の
継
続
支
援
依
頼

③�
退
職
者
交
流
会
事
務
局
業
務
、
駐
輪
場
監
視
業
務
の
実
施
他
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
か
ら
の

受
託
業
務
の
拡
大

④�

会
報
等
へ
の
広
告
掲
載
の
新
規
開
拓
に
よ
る
広
告
収
入
の
拡
大

⑤�

徹
底
し
た
経
費
節
減
施
策
の
推
進
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《NTT 西日本四国支店 鈴木支店長挨拶》

に
向
け
た
先
行
施
策
の
実
施
等
な
ど
が
大
き
な
要
素

で
す
。

　

こ
れ
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
一
つ
と
し
て
は
成
長

事
業
の
拡
大
、
特
に
コ
ミ
ッ
ク
シ
ー
モ
ア
の
Ｃ
Ｍ
で

皆
さ
ん
ご
存
知
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ソ
ル
マ
ー
レ
は
設
立
か
ら

20
年
く
ら
い
経
っ
て
い
ま
す
が
、
電
子
コ
ミ
ッ
ク
事

業
を
柱
と
し
て
現
在
で
は
売
上
高
８
０
０
億
円
を
超

え
る
ま
で
に
な
り
、
海
外
展
開
に
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
グ
ル
ー
プ
会
社
が
成
長
し
て
い
る

の
が
明
る
い
材
料
で
す
。

　

そ
う
い
う
中
で
、
や
は
り
光
を
中
心
と
し
た
通
信

事
業
は
我
々
の
事
業
の
根
幹
で
あ
り
、
皆
様
が
築
き

上
げ
た
も
の
を
継
承
し
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
我
々
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、
こ
れ
を
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。そ
の
証
左
と
し
て
10
Ｇ
サ
ー
ビ
ス「
フ
レ
ッ

ツ
光
ク
ロ
ス
」
を
昨
年
10
月
以
降
、
松
山
市
を
皮
切

り
に
愛
媛
県
内
５
市
２
町
に
お
い
て
順
次
開
始
し
、

先
月
４
月
か
ら
は
香
川
、
徳
島
、
高
知
エ
リ
ア
に
も

展
開
し
こ
れ
か
ら
エ
リ
ア
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。
こ

れ
ら
の
明
る
い
材
料
も
生
か
し
な
が
ら
、
マ
ン
シ
ョ

ン
や
ホ
テ
ル
等
へ
の
一
括
導
入
の
積
極
的
な
販
売
な

ど
、
光
サ
ー
ビ
ス
拡
大
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
更
に
、
世
の
中
の
動
き
と
し
て

２
０
２
５
年
度
か
ら
２
０
２
７
年
度
に
か
け
て
、
行

政
手
続
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
行
政
内
部
の
デ
ー
タ
連
係

な
ど
を
通
じ
て
、
住
民
の
利
便
性
向
上
と
業
務
効
率

化
を
図
る
た
め
の
自
治
体
の
業
務
Ｄ
Ｘ
が
活
発
化
し

て
い
く
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
状
況

に
お
い
て
し
っ
か
り
と
お
客
さ
ま
の
課
題
解
決
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
地
域
社
会
の
課
題
解
決
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
の
能
登
半
島
地
震
、
豊
後
水
道
、
日

向
灘
の
周
囲
で
頻
発
し
た
地
震
、
集
中
豪
雨
に
よ
る

土
砂
崩
れ
、
冠
水
等
、
災
害
が
よ
り
身
近
に
迫
っ
て

い
る
中
、
先
輩
方
か
ら
脈
々
と
受
け
継
い
で
き
た
、

地
域
の
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
使
命
を
果
た
す
べ
く
、

平
時
か
ら
の
危
機
管
理
、
防
災
対
策
に
も
し
っ
か
り

と
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、皆
様
報
道
等
で
ご
存
知
か
と
思
い
ま
す
が
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
、
西
日
本
電
信
電
話
は
略
称
が
７
月

か
ら
正
式
名
称
と
な
り
、
ロ
ゴ
も
一
新
し
ま
す
。
一

抹
の
寂
し
さ
が
あ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
我
々
は
前
を
向
い
て
し
っ
か
り
と
や
っ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
や
っ
て
い
る
こ
と
や
Ｄ

Ｎ
Ａ
は
変
わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
お
客
様
に
よ
り
分

か
り
や
す
く
す
る
た
め
と
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
全
体

の
シ
ナ
ジ
ー
を
高
め
る
と
理
解
し
て
い
ま
す
し
、
こ

の
ブ
ラ
ン
ド
を
皆
様
か
ら
受
け
継
い
だ
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
併

せ
て
未
来
へ
繋
げ
て
行
き
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
に
も
引

き
続
き
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

電
友
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
私
た
ち
の

取
り
組
み
に
対
し
ま
し
て
、
会
社
そ
し
て
地
域
社
会

の
先
輩
と
し
て
、
引
き
続
き
の
ご
支
援
と
と
も
に
、

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
電
友
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆

様
の
ご
健
康
・
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私

か
ら
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

�
�
� 

山
本
副
会
長
祝
辞 

�
�
�

　

た
だ
今
ご
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た
電
友
会
本
部

で
副
会
長
を
し
て
お
り
ま
す
山
本
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

関
西
の
会
長
が
本
部
の
副
会
長
を
兼
ね
て
お
り
ま

す
の
で
本
日
参
っ
て
お
り
ま
す
。

　

先
ほ
ど
鈴
木
支
店
長
か
ら
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た

が
、
私
も
14
年
前
に
は
あ
ち
ら
の
席
に
座
っ
て
お
り
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ま
し
て
、
先
輩
方
か
ら
「
久
し
振
り
に
帰
っ
て
く
れ

た
ね
」
と
お
声
掛
け
い
た
だ
き
懐
か
し
く
思
い
出
し

て
い
ま
す
。

　

ま
ず
も
っ
て
本
日
は
四
国
総
会
の
ご
開
催
、
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
私
に
と
っ
て
も

懐
か
し
か
っ
た
四
国
支
店
ビ
ル
か
ら
新
し
い
ビ
ル
に

移
転
し
、
跡
地
も
利
活
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、

こ
れ
を
機
に
更
な
る
発
展
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

昨
今
の
豊
後
水
道
地
震
や
集
中
豪
雨
、
ま
た
最
近

で
は
今
治
の
山
林
火
災
等
の
災
害
が
発
生
し
た
際
に

は
電
友
会
の
会
員
相
互
の
連
携
が
大
事
に
な
り
ま
す

の
で
四
国
に
お
い
て
も
今
の
取
り
組
み
を
し
っ
か
り

続
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
先
ほ
ど
吉
岡
本
部
長
か
ら
お
話
が
あ
り
ま

し
た
「
年
金
・
保
険
セ
ミ
ナ
ー
」
で
は
現
役
で
退
職

さ
れ
る
方
を
対
象
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ

れ
は
電
友
会
活
動
や
電
友
会
が
ど
の
よ
う
に
お
役
に

立
て
る
か
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
で
す
の

で
関
西
で
も
展
開
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
は
全
て
の
地
方
本
部
の
悩
み
で
も
あ
る

会
員
の
減
少
問
題
に
つ
い
て
で
す
。
会
員
の
減
少
が

下
げ
止
ま
り
ま
せ
ん
。
退
職
す
る
人
よ
り
も
亡
く
な

ら
れ
た
り
退
会
さ
れ
る
方
の
方
が
ず
っ
と
多
く
て
、

仮
に
退
職
す
る
人
が
全
員
入
会
し
た
と
し
て
も
会
員

数
は
増
加
し
ま
せ
ん
。
こ
の
状
況
下
で
四
国
を
は
じ

め
全
国
の
地
方
本
部
で
経
費
節
減
の
取
り
組
み
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

こ
う
い
う
中
で
こ
こ
数
年
来
、
電
友
会
本
部
と
持

株
会
社
で
折
衝
を
進
め
て
き
た
運
営
補
助
費
に
つ
い

て
は
今
年
度
か
ら
30
％
ほ
ど
増
額
を
認
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
回
の
増
額
に
つ
い
て
は
財
務
状
況
が

非
常
に
厳
し
い
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西
会
社
か
ら
英
断
を
い
た

だ
い
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
日
頃
皆
様
方
が
各
事
業
会
社
と
連
携
し
て

Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
や
販
売
推
進
等
を
協
力
し
て
活
動
し
て

い
る
こ
と
を
認
め
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。

　

先
般
、
西
日
本
の
木
上
副
社
長
に
お
礼
に
行
っ
た

際
に
も
、電
友
会
活
動
に
感
謝
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

地
域
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
ま
す
ま
す
活
か
し
て
ほ

し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
今
回
の
増
額
は
会
員
数
に
対
し
て
行
わ
れ

る
も
の
で
す
か
ら
、
会
員
数
が
減
少
す
る
と
運
営
補

助
費
自
体
も
減
額
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
す
な
わ

ち
、
今
回
増
額
し
て
い
た
だ
い
た
額
も
こ
の
ま
ま
会

員
数
の
減
少
が
続
く
と
5
年
で
消
え
て
し
ま
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

増
額
し
て
い
た
だ
い
た
原
資
は
、
た
だ
単
に
マ
イ

ナ
ス
を
埋
め
る
の
で
は
な
く
会
員
の
拡
大
施
策
や
組

織
の
活
性
化
施
策
に
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
回
の
運
営
補
助
費
の
増
額
を
契
機
に
更
な
る
会

員
拡
大
を
目
指
し
、
皆
さ
ん
で
知
恵
を
出
し
合
っ
て

積
極
的
な
施
策
展
開
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

本
部
と
し
て
は
各
地
方
本
部
の
施
策
を
横
通
し
し

て
効
果
的
な
施
策
の
全
国
展
開
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
各
社
の

皆
さ
ん
に
も
更
な
る
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
し
、
本
日
お
集
ま
り
の
皆
さ
ん
の
ご

多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
本
部
髙
部
会
長
に
代

わ
っ
て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
本
日
は
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

《山本副会長祝辞》
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　私が四国電友会報に投稿を始めて丸１年が経過し、今回で早くも５回目のシリーズを迎えまし
たが、今回は第１回目に引き続き、再び『特殊詐欺』をテーマに選びました。特殊詐欺は、昨年
の被害が全国で過去最悪を記録したことに加え、今年も詐欺グループはあの手この手でだまして
くることから、被害は更に増加するおそれがあります。
　そこで今回は昨年中の被害状況に加え、最近特に増加している警察官をかたる特殊詐欺の手口
と被害を防ぐための方法等についてお話しします。

ちょっとお待ちください！その警察官、ホンモノですか？
ＮＴＴ西日本四国支店相談役　河野　数豊

１　全国～被害件数・被害総額いずれも過去最悪
　◦被害件数は、２万件超（前年から約２千件増）
　　　※被害件数上位の厳重注意地域
　　　　１位 /東京　２位 /大阪　３位 /神奈川　４位 /埼玉　５位 /愛知
　◦被害総額は、718億７千万円超（前年から約266億円増）
　◦特殊詐欺１件当たりの被害額は、約353万円
２　四国エリア
　◦被害件数は、全国と同様に前年から増加
　　　四国４県で、合計513件（前年から154件増）
　　　１日当たりに換算すると、1.4人が被害
　◦被害総額は、全体的に増加（一部除く）しており、特に香川県が顕著
　　　四国４県で、合計15億５千万円超（前年から約６億６千万円増）
　◦いずれの県も、オレオレ詐欺と架空料金請求詐欺が主な手口

令和６年中の特殊詐欺の被害状況
被害件数
（件）

前年対比
（件）

被害総額
（万円）

前年対比
（万円） 主な手口別被害件数・被害額

愛
媛 135 53増 25,592 10,802増

オレオレ詐欺	 27件、�1億1,021万円

架空料金請求詐欺	 66件、� 8,319万円

香
川 231 60増 67,109 46,332増

オレオレ詐欺	 34件、�4億2,851万円

架空料金請求詐欺	 138件、�1億2,635万円

徳
島 91 19増 40,129 5,088減

オレオレ詐欺	 15件、�2億6,891万円

架空料金請求詐欺	 45件、� 7,895万円

高
知 56 22増 23,116 14,685増

オレオレ詐欺	 10件、� 6,372万円

架空料金請求詐欺	 21件、�1億2,646万円

全
国 21,043 2,005増 7,187,728 2,662,084増

数値で見る被害の実態（2024年）
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　最近自宅の固定電話や携帯電話あてに、警察官を名乗り、
　「あなたの口座が犯罪に使われている」
　「あなたの携帯電話が不正に契約された」
などと様々な理由をつけ、「資産を保護する」、「口座を調査する」などといって、現金をだまし取っ
たり、振り込ませたりする詐欺の手口が急増しています。
　犯人は、パソコンやスマートフォンのビデオ通話を利用して、「あなたは逮捕される」などと
不安をあおったり、制服姿や偽の警察手帳、中には逮捕状を見せるなどして、あたかも“本物の
捜査員”のように見せかけて被害者を信用させます。
　その他にも電話会社（NTT 等）や総務省等を名乗り、「電話の未納料金がある」などといった
後に、警察官役に交代するケースや、ＳＮＳ・ビデオ通話での連絡に移行するケースもあるので、
注意が必要です。
　このような手口は四国だけでなく全国的に多くみられており、警察では注意を呼びかけていま
す。
【ホンモノの警察からのお願い～被害に遭わないために】
≪見やぶるポイント≫
ホンモノの警察官は、
〇 電話で捜査対象となっているなどと伝えることはありません。
〇 メッセージアプリで連絡をすることはありません。
〇 警察手帳や逮捕状の画像を送ることはありません。
〇 個人のスマートフォンに突然ビデオ電話をすることはありません。

以上に当てはまる電話は詐欺です‼

１　�警察官等をかたり捜査（優先調査）名目で現金等をだまし取る手口が顕著
特殊詐欺の被害総額の６割強（令和７年３月末時点）

２　�令和７年３月中の被害額が、本年１月以降継続して増加
３　�警察官を名乗る者がＳＮＳのビデオ通話等でニセの「逮捕状」のほか、

存在しない書類の画像を送信する手口を確認
４　�犯人からの電話は携帯電話に！もちろん固定電話にも！

被害者側の電話種別では、携帯電話が約７割
携帯電話では20～ 30歳代の被害者が約半数に増加
固定電話で被害に遭っている７割以上が、60～ 80歳代 

５　�犯行に利用される電話番号には、警察署を偽装するような末尾「0110」が見られるが、そ
の多くは国際電話番号（カンボジア・タイ・ミャンマー等から）

６　�実在する警察署等の電話番号を偽装して表示させる手口を確認
７　�被害者が、詐欺の受け子や出し子など犯罪の道具として使われる手口を確認

最近確認されている手口の特徴

警察官をかたる特殊詐欺の手口に注意
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≪ひとつでも当てはまる場合、怪しいなと思った時は…≫
１　まずは

躊躇することなく電話やビデオ通話を切ってください。
２　それから

〇 ご家族や友人等に相談してください。
〇 対面で（直接）最寄りの警察署か交番の警察官に相談してください。
〇 警察相談専用電話（#9110）に相談してください。

≪特に注意することは≫
◎ �相手方から教示された電話番号には、決して折り返さないでください。
◎ �犯人側は、「誰にも言ってはいけない」「守秘義務がある」等と口止めしてきますが決して信

用しないでください。
◎ �最近実在する警察署等の電話番号を偽造して表示させる手口が確認されています。

実在する警察署等の電話番号が使われていても、ホンモノと信じず、警察署や警察相談専用
電話（#9110）に相談してください。

◎ �キャッシュカードの暗証番号やインターネットバンクのパスワード等を聞かれても決して教
えないでください。

※　最後に一言
　次頁に添付しているのは、最近愛媛県警から提供を受けたばかり
の「警察官をかたる特殊詐欺」に関する広報資料で、警察官のよう
に見える人物はどれも実際に特殊詐欺のビデオ通話で被害者に電話
をかけてきたニセ警察官ばかりです。如何でしょうか？制服姿だけ
でなく私服もあり、年代・性別も様々だということがお分かりいた
だけると思います。
　特殊詐欺の手口は常に進化し続けています。最新の詐欺の特徴を
見て、気を付けるべきポイントを確認のうえ被害に遭わないように
しましょう。
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愛媛県警察
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支
部
だ
よ
り

　

令
和
７
年
５
月
26
日
㈪
、
松
山
市
の
愛
媛
県
県
民

文
化
会
館
に
お
い
て
、
来
賓
24
名
を
お
迎
え
し
、
合

計
１
５
１
名
参
加
の
も
と
、
昨
年
と
同
様
に
対
面
形

式
で
の
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
ご
来
賓
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
四
国
支
店　

事
業
推
進
室
長　

木
田
愛
希
子
様
他
ご
来
賓
の
方
々

の
紹
介
に
始
ま
り
、
次
に
令
和
６
年
度
に
亡
く
な
ら

れ
た
50
名
（
会
員
45
名
、
配
偶
者
５
名
）
の
故
人
の

方
へ
の
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
吉
岡
会
長
か
ら
本
総
会
開
催
に

あ
た
っ
て
の
お
礼
等
の
挨
拶
が
あ
り
、
引
き
続
き
来

賓
を
代
表
し
て
木
田
事
業
推
進
室
長
様
か
ら
の
ご
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
令
和
７
年
度
の
「
愛
媛
電
友
会
活
動

賞
」
と
し
て
松
山
市
在
住
の
小
野
芳
春
様
と
今
治
在

住
の
水
口
豊
様
の
お
二
人
に
賞
状
と
お
祝
い
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
年
に
亘
り
Ｎ
Ｔ
Ｔ
及
び
電
友
会
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
た
方
々
を
対
象
と
し
た
「
愛
媛
電
友
会

愛
媛
愛
媛
愛
媛

☆
第
64
回
愛
媛
電
友
会
定
期
総
会
開
催
模
様

会
長
表
彰
」
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
今
年
度
３
名
の
表

彰
者
の
う
ち
、
総
会
に
出
席
さ
れ
た
柳
原
寛
信
様
と

末
廣
重
美
様
に
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
欠
席
さ
れ
た
篠
浦
時
男
様
に
は
後
日
感
謝
状
と

記
念
品
を
郵
送
し
、
ご
丁
寧
な
お
礼
の
ご
連
絡
を
頂

き
ま
し
た
。

　

以
上
が
執
り
行
わ
れ
た
後
、
ご
来
賓
各
位
は
退
席

さ
れ
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

議
事
の
進
行
は
伊
予
市
の
田
中
清
平
さ
ん
を
議
長

に
選
出
し
、
令
和
６
年
度
事
業
報
告
及
び
令
和
６
年

度
収
支
計
算
書
に
つ
い
て
岩
田
事
務
局
長
か
ら
説
明

が
あ
り
、
続
い
て
上
野
会
計
監
事
よ
り
令
和
６
年
度

会
計
監
査
報
告
が
あ
り
、
原
案
ど
お
り
に
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

続
い
て
岩
田
事
務
局
長
か
ら
令
和
７
年
度
事
業
計

画
（
案
）
と
令
和
７
年
度
収
支
計
算
書
（
案
）、
並

び
に
愛
媛
電
友
会
会
則
の
改
正
案
に
つ
い
て
提
案
さ

れ
、
満
場
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

最
後
に
役
員
の
改
選
が
あ
り
、
幹
事
の
吉
岡
隆
さ

ん
、
西
本
徹
男
さ
ん
、
末
廣
重
美
さ
ん
退
任
に
伴
い
、

新
た
に
二
宮
孝
行
さ
ん
が
新
幹
事
に
選
任
さ
れ
、
午

前
の
部
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

午
後
の
懇
親
会
は
吉
岡
広
志
会
長
の
挨
拶
の
後
、

テ
ル
ウ
ェ
ル
西
日
本
四
国
支
店
長
の
山
本
英
幸
様
の

乾
杯
に
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
会
員
の
磯
野
英
作
さ
ん
が
率
い
る
バ
ン

ド
演
奏
が
あ
り
、
懐
か
し
の
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
に
心

躍
さ
れ
た
方
も
た
く
さ
ん
居
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
ま

た
昨
年
に
引
き
続
き
、
今
回
も
お
楽
し
み
抽
選
会
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
当
選
者
の
皆
さ
ま
の
破
顔
一
笑

す
る
様
子
に
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
終
始
和
や

か
な
中
で
進
め
ら
れ
、
最
後
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
働
組
合
四

国
総
支
部
の
金
並
事
務
局
長
様
に
よ
る
中
締
め
で
懇

親
会
の
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
々
は
来
年
の
再
会
を
約
束
し
、
別

れ
を
惜
し
み
な
が
ら
帰
路
の
途
に
つ
き
ま
し
た
。

《総会会場》
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《吉岡会長挨拶》《木田事業推進室長挨拶》

《愛媛電友会活動賞の皆さん》

《バンド演奏》

《懇親会》《愛媛電友会会長表彰の皆さん》

　

太
平
洋
戦
争
末
期
の
１
９
４
５
年
（
昭
和
20
年
）、

今
治
市
は
３
回
に
わ
た
る
空
襲
で
５
５
０
人
以
上
が

死
亡
し
、
こ
の
う
ち
４
月
26
日
の
空
襲
で
は
、
当
時

の
今
治
郵
便
局
で
電
話
交
換
手
を
務
め
て
い
た
16
歳

～
21
歳
の
女
性
10
人
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

　

空
襲
か
ら
80
年
を
迎
え
た
令
和
７
年
４
月
26
日
、

今
年
も
Ｎ
Ｔ
Ｔ
今
治
ビ
ル
の
慰
霊
碑
に
お
い
て
慰
霊

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
愛
媛
電
友
会
か
ら
は
、
吉
岡

会
長
と
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
今
治
Ｏ
Ｂ
・ 

Ｏ
Ｇ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ー
ク
ル
」
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

慰
霊
祭
で
は
ま
ず
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
四
国
支
店
の

鈴
木
支
店
長
か
ら
、「
戦
後
80
年
の
節
目
の
年
に
、

改
め
て
殉
職
さ
れ
た
方
の
遺
志
を
し
っ
か
り
と
引
き

継
ぎ
、
次
の
世
代
に
つ
な
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
平
和
と
自
由
と
繁
栄
を
享
受
す
る

あ
り
が
た
さ
を
心
に
刻
ん
で
い
き
ま
す
。」
と
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
参
列
者
一
人
ひ
と
り
が
線
香
を
供
え
た
あ

と
、
１
分
間
の
黙
と
う
を
行
い
、
亡
く
な
っ
た
10
人

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
当
時
電
話
交
換
室
で
働
い
て
い
て
空
襲
で

大
け
が
を
負
い
、
５
年
前
に
94
歳
で
亡
く
な
っ
た
青

野
タ
ズ
子
さ
ん
の
長
女
近
藤
フ
ミ
子
さ
ん
（
77
）
と

☆
今
治
空
襲
で
殉
職
さ
れ
た
方
へ
の
慰
霊
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
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《慰霊碑》

《鈴木支店長挨拶》

《黙とう》

《近藤フミ子さんと木田事業推進室長》

《吉岡会長挨拶》

《愛媛電友会活動賞表彰》

四
国
支
店
の
木
田
事
業
推
進
室
長
が
、
犠
牲
者
の
名

前
が
彫
ら
れ
た
慰
霊
碑
に
花
を
手
向
け
、
最
後
に
吉

岡
会
長
か
ら
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

終
戦
か
ら
80
年
が
経
過
し
、
現
在
で
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
今

治
ビ
ル
で
働
く
現
役
社
員
も
少
な
く
、
今
治
在
住
の

退
職
者
も
高
齢
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
多
く

の
方
た
ち
が
携
わ
る
慰
霊
祭
を
催
す
こ
と
は
困
難
な

背
景
に
あ
る
中
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
今
治
Ｏ
Ｂ
・ 

Ｏ
Ｇ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
で
は
、
４
月
26
日
の
命
日
の
慰

霊
祭
は
も
ち
ろ
ん
、
春
と
秋
の
年
２
回
10
人
～
15
人

程
度
で
慰
霊
碑
の
清
掃
を
行
う
と
と
も
に
、
毎
週
金

曜
日
に
は
代
表
の
水
口
豊
さ
ん
が
慰
霊
碑
に
花
を
供

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
口
さ
ん
は
今
治
市
の
吹
揚
小
学
校
か
ら

の
依
頼
で
、「
今
治
空
襲
の
被
災
状
況
を
児
童
に
語

り
聴
か
せ
る
授
業
」
を
開
催
し
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と

二
度
と
戦
争
を
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

を
児
童
に
熱
く
語
り
か
け
、
児
童
た
ち
と
共
に
慰
霊

碑
に
向
か
い
黙
祷
を
捧
げ
平
和
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　

戦
争
の
悲
惨
さ
を
こ
れ
か
ら
も
後
世
に
伝
え
て
い

く
た
め
に
も
、
末
永
い
活
動
の
継
続
を
愛
媛
電
友
会

と
し
て
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
今
治
Ｏ
Ｂ
・ 

Ｏ
Ｇ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
の
活
動
は
、
令
和
７
年
５
月

26
日
の
愛
媛
電
友
会
総
会
に
お
い
て
、「
愛
媛
電
友

会
活
動
賞
」
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
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令
和
７
年
４
月
４
日
㈮
に
、
香
川
電
友
会
と
し
て

は
一
年
ぶ
り
の
「
花
見
会
」
を
玉
藻
公
園
で
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
の
参
加
者
は
総
勢
19
名
（
電
友
会
会

員
15
名
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
香
川
支
店
４
名
）
で
、
香
川
電
友

会
は
、
役
員
の
方
及
び
昨
年
「
秋
の
親
睦
旅
行
」
ご

参
加
の
方
に
ご
案
内
を
し
て
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
香
川
か
ら
は
丹
下
事
業
推
進
室
長
、
太

田
総
務
課
長
、
山
口
主
査
、
松
浦
主
査
に
ご
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

 
公
園
に
は
大
勢
の
花
見
客
が
詰
め
か
け
て
い
て
、

幹
事
は
一
年
振
り
の
席
取
り
の
苦
労
を
さ
れ
ま
し

た
。
お
世
話
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

午
後
６
時
前
か
ら
三
々
五
々
に
集
合
し
た
参
加
者

は
夕
暮
れ
に
咲
き
誇
っ
た
桜
と
ぼ
ん
ぼ
り
の
灯
り
の

下
で
重
ね
て
敷
い
た
段
ボ
ー
ル
の
上
の
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
に
車
座
に
な
っ
て
、
花
見
弁
当
と
缶
ビ
ー
ル
や
日

本
酒
（
大
吟
醸
の
名
酒
も
あ
り
）
で
気
勢
を
上
げ
ま

ま
し
た
。会
員
の
方
で
民
謡
を
歌
わ
れ
た
方
も
い
て
、

楽
し
い
会
話
と
と
も
に
往
時
の
花
見
の
賑
わ
い
が

蘇
っ
て
気
持
ち
が
若
返
り
ま
し
た
。

 

来
年
も
計
画
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
参
加
ご

☆
花
見
会
模
様

《花見会》

希
望
の
方
は
令
和
８
年
３
月
ご
ろ
に
事
務
局
ま
で
お

問
合
せ
下
さ
い
。
多
数
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。�

（
香
川
電
友
会
事
務
局
）

香
川
香
川
香
川

　

愛
媛
電
友
会
の
事
業
活
動
「
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
」
の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
活
動

の
支
援
金
を
各
サ
ー
ク
ル
の
活
動
実
績
に
基
づ
き
支

給
し
ま
し
た
。

☆
令
和
７
年
度
サ
ー
ク
ル
支
援
金
の
支
給

サークル名 援助金
若 草 句 会 16,000円
硬 式 テ ニ ス ク ラ ブ 18,000円
ソフトテニスクラブ 18,000円
写 友 会 16,000円
囲 碁 ク ラ ブ 23,000円
カラオケ（すずめ） 16,000円
詩 吟 サ ー ク ル 16,000円
将 棋 ク ラ ブ 14,000円
社交ダンスサークル 18,000円
ウォーキングサークル 14,000円
男 の 料 理 教 室 16,000円
日 尾 ク ラ ブ 20,000円
ボウリングサークル 14,000円

計 219,000円

　

令
和
７
年
５
月
29
日
㈭
、
第
63
回
総
会
を
Ｊ
Ｒ
ホ

テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
高
松
の
「
飛
天
の
間
」
に
お
い
て

開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
ご
来
賓
と
し
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
香
川
支

店
長
の
徳
永
久
雄
様
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
四
国
支
社
長

の
上
月
大
様
代
理
と
し
て
企
画
総
務
部
長
小
宮
剛

☆
第
63
回
香
川
電
友
会
総
会
模
様
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様
、電
友
会
四
国
地
方
本
部
長
吉
岡
広
志
様
を
迎
え
、

会
員
59
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
物
故
会
員
25
名
に
対
し
て
ご
冥
福
を
祈
り
全

員
で
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
坂
口
会
長
の

挨
拶
に
続
き
、
ご
来
賓
の
徳
永
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
香
川

支
店
長
、
続
い
て
小
宮
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
四
国
支
社
企

画
総
務
部
長
、
続
い
て
吉
岡
電
友
会
四
国
地
方
本
部

長
か
ら
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
４
サ
ー
ク
ル
１
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
へ
援
助
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
長
に
高
松
市
の
香
西
輝
紀
様
を
選
出

し
、
令
和
６
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
及
び
会
計

監
査
報
告
を
承
認
す
る
と
と
も
に
、
令
和
７
年
度
事

業
計
画
（
案
）
並
び
に
同
収
支
予
算
（
案
）
を
審
議

し
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
今
年
度
は
役
員
改
選
時
期
で
す
の
で
、
昨

年
度
大
西
会
長
か
ら
の
残
り
期
間
１
年
を
会
長
と
し

て
引
き
継
が
れ
た
坂
口
会
長
を
選
任
す
る
事
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
恒
例
と
な
っ
て
い
る
オ
リ
ー
ブ
高
松
メ

デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
元
Ｎ
Ｔ
Ｔ
高
松
診
療
所
・

予
防
医
療
セ
ン
タ
）
福
井
院
長
に
よ
る
講
演
会
（
題

名
は
「
１
０
０
歳
を
超
え
て
も
健
康
に
生
き
る
た
め

に
」）
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
終
了
後
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
各
グ
ル
ー
プ
会
社
の

ご
来
賓
を
交
え
、
総
勢
78
名
に
よ
る
昼
食
懇
親
会
を

《懇親会模様》 《福井先生講演》

《総会模様》

丹
下
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
香
川
支
店
事
業
推
進
室
長
の
ご

発
声
に
よ
り
開
会
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
一
年
ぶ
り
の

再
会
に
和
気
あ
い
あ
い
と
席
を
移
動
し
な
が
ら
懇
親

を
深
め
、
お
酒
も
進
む
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
午
後
１
時
半
に
鶴
見
常
任
幹
事
の
ご
発

声
に
よ
り
中
締
め
を
し
ま
し
た
。

　

な
お
、今
回
の
総
会
へ
も
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
香
川
支

店
か
ら
多
大
な
分
担
金
を
支
援
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
各
グ
ル
ー
プ
会
社
か
ら
の
お
祝
い

金
と
併
せ
ま
し
て
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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モ
ニ
ー
は
こ
れ
を
持
っ
て
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
議
長
に
中
尾
利
博
さ
ん
を
選
出
し
て
議
事
に
入

り
、
２
０
２
４
年
度
活
動
報
告
・
収
支
報
告
と
会
計
監
査
報

告
が
承
認
さ
れ
、
２
０
２
５
年
度
活
動
計
画
と
収
支
予
算
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
懇
親
会
に
移
り
ド
コ
モ
Ｃ
Ｓ
四
国
徳
島
支
店　

山
本
桂
子
支
店
長
の
乾
杯
の
ご
発
声
で
、
ご
来
賓
を
交
え
て

会
員
相
互
の
親
睦
等
︵
カ
ラ
オ
ケ
等
︶
が
和
や
か
に
行
わ
れ
、

名
残
り
を
惜
し
み
な
が
ら
植
田
相
談
役
の
締
め
の
音
頭
に
て

散
会
し
ま
し
た
。

徳
島
徳
島
徳
島

　

徳
島
電
友
会
で
は
、
５
月
23
日
㈮
、
徳
島
グ
ラ
ン

ド
パ
レ
ス
に
お
い
て
会
員
ら
84
名
が
出
席
し
、
第
64

回
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
谷
藤
副
会
長
の
司
会
に
よ
り
開
会
、
物

故
者
全
員
に
対
す
る
黙
祷
に
始
ま
り
、
三
馬
会
長
の

挨
拶
に
続
い
て
ご
来
賓
を
代
表
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

徳
島
支
店　

加
藤
拓
支
店
長
か
ら
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
取
り
巻

く
近
況
の
お
話
や
会
員
の
皆
さ
ま
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

等
の
ご
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　

次
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
徳
島
県
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会　

岡
美
由
紀
会
長
か
ら
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
の
取
り
組
み
状
況

と
ご
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　

電
友
会
四
国
地
方
本
部
か
ら
は
、
黒
石
敬
博
副
本

部
長
に
電
友
会
の
状
況
と
ご
祝
辞
を
頂
い
た
後
、
ご

来
賓
の
方
々
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
９
名
、
退
職
者
の

会
）
を
紹
介
し
、そ
れ
ぞ
れ
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
15
名
（
出
席
３
名
）
の
新
会
員
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
徳
島
電
友
会
発
展
に
ご
尽
力
を
戴
い

た
長
寿
会
員
の
皆
様
へ
の
慶
祝
金
の
贈
呈
が
数
え
年

か
ら
満
年
齢
に
変
更
と
な
り
、
総
会
に
お
け
る
セ
レ

☆
第
64
回
徳
島
電
友
会
定
期
総
会
開
催

《総会模様》

《加藤支店長祝辞》《山本支店長乾杯》《懇親会模様》
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高
知
高
知
高
知

　

令
和
７
年
度
の
高
知
電
友
会
総
会
を
、
５
月
19
日

に
三
翠
園
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
会
員
61
名
が
出
席
、
来
賓
と
し
て
Ｎ
Ｔ

Ｔ
高
知
支
店　

斎
藤
幸
生
支
店
長
、
ド
コ
モ
Ｃ
Ｓ
四

国
高
知
支
店　

仮
谷
好
理
担
当
課
長
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組

退
職
者
の
会
高
知
県
支
部
協
議
会　

弘
田
和
幸
会

長
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
高
知
県
グ
ル
ー
プ
連
絡
会　

坂
本

寛
会
長
、
高
知
市
市
議
会　

楠
目
慎
一
郎
議
員
、
き

ら
ら
保
険
サ
ー
ビ
ス
四
国
営
業
支
店　

秀
野
拓
支
店

長
、
四
国
電
友
会　

川
岸
広
明
事
務
局
長
並
び
に
高

知
電
友
会　

井
上
淳
介
顧
問
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

総
会
は
中
村
副
会
長
の
司
会
で
始
ま
り
、
ま
ず
物

故
会
員
16
名
に
対
し
て
ご
冥
福
を
祈
り
、
全
員
で
黙

祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
川
上
次
男
会
長
か
ら
挨
拶
、
次
に
各
来

賓
の
皆
様
か
ら
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

☆
第
64
回
高
知
電
友
会
総
会
を
開
催

　

引
き
続
き
、
新
入
会
員
14
名
の
紹
介
が
あ
り
、
入

会
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　

議
事
は
、
中
山　

堅
氏
（
高
知
市
）
を
議
長
に
選

出
し
て
始
ま
り
、
令
和
6
年
度
の
事
業
報
告
、
収
支

決
算
報
告
及
び
会
計
監
査
報
告
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
①
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
充
実　

②
電
友
会

組
織
の
活
性
化
と
社
会
へ
の
貢
献　

③
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ

ル
ー
プ
各
社
の
諸
施
策
へ
の
協
力
と
連
携　

④
自
然

災
害
等
へ
の
対
応　

⑤
会
員
の
確
保
と
財
務
基
盤
の

健
全
化
を
重
点
と
し
た
、
令
和
7
年
度
の
事
業
計
画

（
案
）、
同
予
算
（
案
）
を
提
案
し
、
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
解
任
後
、
長
寿
者
19
名
（
白
寿
１
名
、
米
寿

４
名
、
喜
寿
14
名
）
の
祝
福
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
か
ら
、
長
寿
者
へ
の
慶
祝
金
贈
呈
年
齢
を

「
満
年
齢
」
に
変
更
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

本
年
度
の
対
象
者
は
、
令
和
８
年
の
１
～
３
月
に
誕

《懇親会模様》

生
日
を
迎
え
ら
れ
る
方
々
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
川
上
会
長
か
ら
新
役
員
の
指
名
が
あ

り
、満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
各
社
並
び
に

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
関
連
の
幹
部
等
来
賓
の
方
々
を
交
え
た

総
勢
73
名
に
よ
る
懇
親
会
を
開
催
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
高
知

支
店　

緒
方
事
業
推
進
室
長
に
よ
る
ご
発
声
で
開
会

し
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
和
や
か
に
旧
交
を
温
め
、

か
つ
有
意
義
に
総
会
な
ら
び
に
懇
親
会
を
終
了
し
ま

し
た
。

《川上会長》
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<イベント情報>
■電友会イベント

７　　月 ８　　月 ９　　月 第３四半期

愛　媛
◦会報211号配布
　（7/9～7/12）

◦敬老の日施策
（90歳以上の方へお
菓子贈呈）

◦親睦ゴルフ大会
◦親睦旅行

香　川
◦会報211号全郵送 ◦会報212号全郵送

◦趣味の作品展
　（10/31～11/2）

徳　島

◦７月号会報発送
（7/17）
◦Blog管理委員会

◦Blog移行 ◦サークル代表者会議 ◦11月日帰り旅行 
（未定）

◦趣味の作品展実行委
員会

高　知

◦５役会
◦７月号会報発送
◦第２回役員会
　（編集委員会）
◦のいちアジサイ街道

花後の剪定

◦５役会
◦よさこい祭り陣中見

舞い

◦５役会
◦90才以上お祝いメッ

セージカード送付

◦第３回役員会
◦10月号会報手配り
◦OB親睦旅行
◦文化講演会、忘年会
◦NTT退職者交流会

７　　月 ８　　月 ９　　月 第３四半期

愛　媛

◦宇和島牛鬼まつり
　（7/22～24）
◦松山市土曜夜市
　（6/21～8/2
　 合計７日間）

◦松山野球拳踊り
　（8/8～10）
◦三津浜花火大会
　(8/2土)
◦俳句甲子園
　（8/23～24）
◦今治おんまく祭り
　（8/2～3）

◦秋祭り
　松山市（10/5～7）
　西条市（だんじり）
　　　10月中旬
　新居浜市（太鼓台）
　　　10月中旬

香　川

◦サンポート高松トラ
イアスロン(7/6)

◦金刀比羅宮　七夕鞠
　(7/7)
◦第60回観音寺銭形ま

つり(7/19～20))
◦第59回善通寺まつり
　(7/19～20)
◦豊稔池ゆる抜き
　(7月下旬～8月上旬

の平日)

◦第60回さかいで大橋
まつり(8/1～8/3)

◦第58回さぬき高松ま
つり（8/12～8/14）

◦まるがめ婆娑羅花火
ファンタジアinレオマ

　(8/24)
◦むれ源平石あかりロ

ード(8/30～9/13)

◦さぬき豊浜ちょうさ
祭り

　(10/10～10/12)
◦金刀比羅宮例大祭
　(10/9～10/11)

徳　島 ◦阿波踊り
　（12日～15日）

■地域イベント
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７　　月 ８　　月 ９　　月 第３四半期

高　知

◦たびひろよさこい
　（毎週土、日、祝）
◦土佐赤岡絵金祭り
　（7/19～7/20）

◦納涼花火大会（8/9）
◦よさこい祭り
　（8/10～12日）

◦久礼八幡宮秋季大祭
　中土佐町久礼 
（9月中旬）

◦四万十川ウルトラマ
ラソン 四万十市など

　（10/19）

■JR四国観光列車「志国土佐　時代(トキ)の夜明けのものがたり」
　土讃線　高知駅～窪川駅間
　　◦7月　5日～27日毎土日、18日㈮、21日㈪、25日㈮
　　◦8月　1日～3日の金土日、11日㈪
　　◦9月　5日～28日の金土日、15日㈪、23日㈫
　土佐くろしお鉄道　ごめん～奈半利線
　　◦6/27まで毎金曜日
■クルーズ船は、6月～９月で40回寄港予定
　入港予定情報は、「クルーズ船　高知県庁」で検索

　

健
康
に
つ
い
て
語
る
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
切
り
口

が
あ
り
ま
す
が
ケ
ガ
の
功
名
と
い
い
ま
す
か
、
私
が

今
か
ら
15
年
前
の
平
成
22
年
３
月
に
梯
子
作
業
で
2.5

ｍ
の
高
さ
か
ら
転
落
し
、「
右
足
首
の
複
雑
骨
折
」

と
い
う
重
傷
を
負
い
、
骨
の
移
植
手
術
を
含
め
一
年

間
入
退
院
を
繰
り
返
し
「
健
康
」
の
大
切
さ
を
ひ
し

ひ
し
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
体
験
か
ら
得
た
知
識
を

『
電
友
会
会
報
第
１
７
２
号
Ｈ
27
・
10
』
で
「
米
糠

に
は
ガ
ン
や
糖
尿
病
を
予
防
す
る
力
が
あ
る
。」
と

紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
米
糠
と
腸
と
骨
の
か
か
わ
り
」
に
つ
い

て
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

１�

．
十
二
指
腸
、
大
腸
、
小
腸
な
ど
一
般
的
に
腸
と

い
う
も
の
は
、
栄
養
分
を
体
内
に
取
り
込
み
各
器

官
に
供
給
す
る
と
共
に
不
要
物
を
体
外
へ
排
出
す

る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
そ
の
腸
を

正
常
に
機
能
さ
せ
る
た
め
の
補
助
的
役
割
を
担
う

の
が
『
米
糠
』
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
便
秘
な
ど
で
何
日
も
排
泄
物
を
体
内
に
留

め
て
い
れ
ば
、
や
が
て
は
そ
れ
が
有
毒
化
し
、
ひ
い

健
康
の
ペ
ー
ジ

☆
米
糠
と
腸
と
骨
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て

田
中　

清
平
さ
ん
（
伊
予
市
）

て
は
ガ
ン
化
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。

２�

．
骨
は
、「
破
骨
細
胞
」
と
「
骨
芽
細
胞
」
の
細
胞

分
裂
活
動
が
日
々
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

破
骨
細
胞
は
古
く
な
っ
た
骨
を
破
壊
す
る
役
割

が
あ
り
、
骨
芽
細
胞
は
そ
の
破
壊
さ
れ
た
骨
に
代

わ
っ
て
新
た
な
骨
を
再
生
・
形
成
す
る
役
割
を

担
っ
て
お
り
３
年
周
期
で
新
し
い
骨
に
生
ま
れ
変

わ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
因
み
に
皮
膚
の
そ
れ

は
少
々
の
傷
で
あ
れ
ば
３
～
５
日
で
再
生
し
ま

す
。

　

で
、
破
壊
さ
れ
た
骨
は
溶
か
さ
れ
て
腸
を
通
し

て
体
外
へ
排
出
さ
れ
ま
す
。

　

重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
破
骨
・
骨
芽
の
細
胞
分

裂
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
た
め
に
は
『
腸
』
が
円
滑

に
活
動
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
り
ま
す
。

　

一
般
的
に
は「
生
命
力
」を
左
右
す
る
の
は「
腸
」

と
「
骨
」
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

腸
は
、
各
器
官
へ
栄
養
物
を
供
給
す
る
な
ど
差

配
し
て
お
り
、
各
省
庁
へ
予
算
を
配
分
す
る
大
蔵

省
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
骨
は
骨
髄
で
血
液
を

製
造
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
グ
ダ
グ
ダ
と
述
べ
て
き
ま
し
た
が
・
・
・

体
調
維
持
に
は
『
米
糠
』
は
欠
か
せ
な
い
と
い
う
こ

と
が
言
い
た
か
っ
た
の
で
す
。
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〈
米
糠
の
作
成
方
法
〉

１�
．
精
米
し
て
す
ぐ(

夏
場
は
１
日
、
冬
場
は
一
週

間
以
内)

の
新
鮮
な
米
糠(

き
め
細
か
い
網
ザ
ル

で
不
純
物
を
取
り
除
く)

を
用
意
す
る
。

２�

．
フ
ラ
イ
パ
ン
に
１
の
米
糠
を
入
れ
中
火
で
５
分

程
度
炒
る
。
焦
が
さ
な
い
こ
と
。
雑
菌
を
滅
菌
さ

せ
長
期
保
存
が
可
能
。
保
存
瓶
な
ど
に
入
れ
食
卓

に
常
備
し
て
お
く
。

３�

．
服
用
の
目
安
は
朝
食
後
に
ス
プ
ー
ン
大
サ
ジ
一

杯
を
牛
乳
等
で
服
用
す
る
。

《米糠健康法のおかげで友人と城巡り》
（島根・松江城　向かって左が私です）
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高齢者は温度に対する感覚が弱くなるため、室内でも熱中症にかかりやすいといわれています。
通常、脳が暑いと判断すると、体は自律的に皮膚の血流量や汗の量を増やして、体内の熱を周囲に逃がそう

とします。しかし、老化が進むとこれらの増加の開始が遅れ、体温上昇に伴う増加の割合も小さくなります。
そのため、高齢者は若者に比べて体の熱を周囲に逃がす熱放散能力が低く、深部体温が上昇しやすくなります。
それ以外にも、高齢者は温度に対する感覚が弱くなって「暑い」と感じにくくなったり、体内の水分量が減

少していたり、のどの渇きを感じにくくなったりすることで、熱中症にかかりやすくなっています。
高齢者は自分自身も、周囲にいる人も、熱中症に注意してください。

今今年年もも熱熱中中症症にに気気ををつつけけままししょょうう！！



－26－

第２１１号 令和７年７月四　国　電　友　会

ド
キ
ュ
メ
ン
ト

　

エ
ー
ジ
シ
ュ
ー
ト
と
は
、
１
ラ
ウ
ン
ド
（
18
ホ
ー

ル
）
を
回
っ
て
、
自
分
の
年
齢
以
下
の
ス
コ
ア
で 

ホ
ー
ル
ア
ウ
ト
す
る
こ
と
で
す
。「A

ge

（
年
齢
）」

「shooting

（
打
つ
こ
と
）」
が
語
源
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

例
え
ば
75
才
の
ゴ
ル
フ
ァ
ー
が
、
ス
コ
ア
75
打
、

も
し
く
は
そ
れ
以
下
の
打
数
で
18
ホ
ー
ル
を
回
っ
た

ら
エ
ー
ジ
シ
ュ
ー
ト
で
す
。そ
し
て
、エ
ー
ジ
シ
ュ
ー

ト
を
達
成
し
た
ゴ
ル
フ
ァ
ー
を
「
エ
ー
ジ
シ
ュ
ー

タ
ー
」
と
呼
び
ま
す
。

　

最
初
に
お
伝
え
す
る
と
、
エ
ー
ジ
シ
ュ
ー
ト
の
難

易
度
は
非
常
に
高
い
で
す
。

　

何
故
な
ら
、
年
齢
が
30
才
や
40
才
で
は
物
理
的
に

不
可
能
な
記
録
で
あ
る
た
め
で
す
。
40
才
で
エ
ー
ジ

シ
ュ
ー
ト
を
達
成
す
る
に
は
32
ア
ン
ダ
ー
で
回
る
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
無
理
で
あ
る
と
分
か
る
で

し
ょ
う
。

◦�

仮
に
イ
ー
ブ
ン
パ
ー
の
72
で
ラ
ウ
ン
ド
す
る
人
で

あ
っ
て
も
72
才
ま
で
待
た
な
い
と
記
録
に
な
り
ま

せ
ん
。

☆�

「
エ
ー
ジ
シ
ュ
ー
タ
ー
を
目
指
し
て
」

◦�

大
前
提
と
し
て
70
～
80
才
に
な
っ
て
も
元
気
に
ゴ

ル
フ
を
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
る
身
体
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
こ
れ
だ
け
で
も
十
分
凄

い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

仲
間
と
の
ゴ
ル
フ
は
楽
し
い
も
の
で
す
。
ゴ
ル
フ

を
し
て
い
て
、
一
番
う
れ
し
い
の
は
、
今
日
も
体
が

動
く
・
腕
も
振
れ
る
。
健
康
に
感
謝
。

　

エ
ー
ジ
シ
ュ
ー
ト
を
公
認
さ
れ
る
に
は
詳
細
は
規

定
を
ク
リ
ア
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　

公
認
団
体
に
よ
っ
て
異
な
る
部
分
は
あ
り
ま
す
が

「
日
本
エ
ー
ジ
シ
ュ
ー
タ
ー
協
会
」
の
規
定
に
よ
れ

ば
、
ス
コ
ア
以
外
に
も
以
下
の
よ
う
な
ル
ー
ル
が
あ

り
ま
す
。

◦�
男
性
の
場
合
：6,000

ヤ
ー
ド
以
上
の
コ
ー
ス
で

達
成
す
る
こ
と

◦�

女
性
の
場
合
：5,000

ヤ
ー
ド
以
上
の
コ
ー
ス
で

達
成
す
る
こ
と

つ
ま
り
、
既
定
の
ヤ
ー
テ
ー
ジ
よ
り
短
く
設
定
さ
れ

て
い
る
シ
ル
バ
ー
テ
ィ
ー
や
レ
デ
ィ
ー
ス
テ
ィ
ー
か

ら
年
齢
以
下
の
ス
コ
ア
を
達
成
し
て
も
公
認
団
体
が

示
す
エ
ー
ジ
シ
ュ
ー
ト
に
は
当
た
ら
な
い
わ
け
で

す
。
し
か
し
、
ヤ
ー
テ
ー
ジ
の
規
定
を
知
っ
て
い
る

人
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
般
的
に
エ
ー
ジ
シ
ュ
ー
ト
と
言
え
ば
「
自
身
の

年
齢
以
下
の
ス
コ
ア
で
ラ
ウ
ン
ド
し
た
」
と
い
う
意

味
合
い
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
ヤ
ー
テ
ー
ジ
の
規
定
を
無
し
に
し
て
も
エ
ー
ジ

シ
ュ
ー
ト
を
達
成
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
こ
と

で
す
。

　

そ
し
て
、
仮
に
80
才
で
エ
ー
ジ
シ
ュ
ー
ト
を
達
成

す
る
に
は
80
以
下
の
ス
コ
ア
で
回
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
全
年
齢
層
を
見
て
も
80
以
下
の
ス
コ

ア
で
ラ
ウ
ン
ド
を
で
き
る
人
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

飛
距
離
や
身
体
の
衰
え
が
進
ん
で
い
る
シ
ニ
ア
ゴ

ル
フ
ァ
ー
の
場
合
は
尚
更
難
し
く
、
ま
さ
に
ゴ
ル
フ

人
生
の
最
大
目
標
に
相
応
し
い
記
録
で
す
。

◦�

つ
ま
り
、
大
前
提
と
し
て
70
～
80
才
に
な
っ
て
も

元
気
に
ゴ
ル
フ
を
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
る
身

体
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
こ
れ
だ
け
で

も
十
分
凄
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

◦�

そ
し
て
、
仮
に
80
才
で
エ
ー
ジ
シ
ュ
ー
ト
を
達
成

す
る
に
は
80
以
下
の
ス
コ
ア
で
回
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
全
年
齢
層
を
見
て
も
80
以
下
の

ス
コ
ア
で
ラ
ウ
ン
ド
を
で
き
る
人
は
限
ら
れ
て
い

ま
す
。

◦�

飛
距
離
や
身
体
の
衰
え
が
進
ん
で
い
る
シ
ニ
ア
ゴ

ル
フ
ァ
ー
の
場
合
は
尚
更
難
し
く
、
ま
さ
に
ゴ
ル

フ
人
生
の
最
大
目
標
に
相
応
し
い
記
録
で
す
。

◦�

エ
ー
ジ
シ
ュ
ー
ト
と
は
自
分
の
年
齢
以
下
の
ス
コ

ア
で
１
ラ
ウ
ン
ド
を
回
る
こ
と
で
す
。

細
田　
　

隆
さ
ん
（
高
松
市
）
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◦�
ゴ
ル
フ
の
実
力
と
心
身
の
健
康
を
保
た
な
け
れ
ば

達
成
で
き
な
い
偉
業
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
細
田
に
と
っ
て
は
こ
の
１
～
２
年
が
最
後
で
最
高

の
チ
ャ
ン
ス
期
間
で
す
。
心
身
の
健
康
を
維
持
し
、

ゴ
ル
フ
の
技
を
少
し
で
も
高
め
て
エ
ー
ジ
シ
ュ
ー

タ
ー
を
目
指
し
ま
す
。

＊
細
田
の
現
在
の
状
況

　

ベ
ス
ト
ス
コ
ア
：
85
，
ア
ベ
レ
ー
ジ
：
95

◎
得
意
な
ク
ラ
ブ
：
フ
ェ
ア
ウ
ェ
イ
ウ
ッ
ド

　

細
身
の
体
を
ム
チ
の
様
に
使
い
振
り
切
る
フ
ェ
ア

ウ
ェ
イ
ウ
ッ
ド
は
仲
間
内
か
ら
褒
め
ら
れ
ま
す
。

　

週
に
１
回
（
２
Ｈ
）
２
０
０
球
程
度
打
ち
込
み
ま

す
。

〇
巷
で
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
、
１
０
０
切
ゴ
ル

フ
ァ
ー
は
全
体
の
30
％　

80
切
（
70
台
）
平
均
ス
コ
ア
が
80
を
切
る
人
の
割
合

は
、
全
体
の
た
っ
た
1.5
％

《練習場にて》

　

プ
ロ
ツ
ア
ー
で
エ
ー
ジ
シ
ュ
ー
ト
を
達
成
し
た
人

極
稀
に
で
す
が
、
プ
ロ
ツ
ア
ー
で
も
エ
ー
ジ
シ
ュ
ー

ト
を
達
成
し
て
い
る
方
も
存
在
し
ま
す
。
以
下
の
表

は
達
成
し
た
人
の
一
部
で
す
が
、
名
選
手
が
並
ん
で

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

ま
と
め

　

２
０
１
８
年
の
日
本
人
の
平
均
寿

命
は
男
性 81.3

才
、
女
性 87.3

才

で
あ
る
一
方
、
健
康
寿
命
、
即
ち
、

自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
期
間
は

（
２
０
１
６
年
）
平
均
で
男
性
が

72.1

才
、
女
性
が74.8

才
と
な
っ

て
い
る
か
ら
平
均
的
な
健
康
寿
命
で

エ
ー
ジ 

シ
ュ
ー
ト
を
す
る
の
は
ス

ク
ラ
ッ
チ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
と
言
え
ど
も

簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
80
才
を
超
え
て
も
元
気

な
ら
、
多
く
の
ゴ
ル
フ
ァ
ー
に
と
っ

て
決
し
て
達
成
で
き
な
い
目
標
で
は

な
い
は
ず
で
す
。
ゴ
ル
フ
ァ
ー
な
ら

誰
も
が
何
時
か
達
成
し
た
い
と
夢
見

る
偉
業
、
エ
ー
ジ 

シ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
。
定
年
後
か
ら
ゴ
ル
フ
の
腕
を
磨

い
て
も
健
康
管
理
と
セ
ッ
ト
で
行
え

ば 

決
し
て
出
来
な
い
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
誰
に
も
何
時
の
日
か

エ
ー
ジ 

シ
ュ
ー
タ
ー
に
な
れ
る

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
こ
と
を
お
忘
れ
な

く
。

氏名 当時の年齢　 スコア 達成年

中村　寅吉
※ツアー確立前

66才 65ストローク 1981年

青木　　功
※計９回　一部抜粋

65才
66才
67才

65ストローク
66ストローク
66ストローク

2007年
2008年
2010年

杉原　輝雄
※�２日連続での達成

71才
71才

70ストローク
71ストローク

2008年

尾崎　将司
※�レギュラーツアーでの
達成

66才
70才

62ストローク
70ストローク

2013年
2017年

伊藤　正己
（日本人最年少）

63才
65才

62ストローク
65ストローク

2019年
2021年

岡田　美智子
※国内女子初

76才 74ストローク 2021年
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令
和
７
年
の
山
行
は
、
毎
年
最
初
に
そ
の
年
の
干

支
の
名
が
つ
く
山
を
登
る
こ
と
に
し
て
い
る
の
で
、

兵
庫
県
の
「
蛇
山
」
を
山
姥
達
と
一
緒
に
登
り
ま
し

た
。
そ
し
て
岡
山
県
玉
野
市
の
天
空
の
鳥
居
や
岩
山

で
有
名
な
小
野
ア
ル
プ
ス
・
紅
山
の
岩
を
よ
じ
登
っ

た
り
、吊
り
橋
か
ら
笠
松
山
に
登
っ
た
り
し
ま
し
た
。

花
は
讃
岐
富
士
の
ミ
ス
ミ
ソ
ウ
や
ユ
キ
ワ
リ
イ
チ

ゲ
、
ア
ワ
コ
バ
イ
モ
等
を
見
て
き
ま
し
た
が
、
年
々

減
少
し
て
い
る
の
で
心
配
で
す
。

　

海
外
の
山
は
夫
婦
で
歩
き
遍
路
を
し
た
時
に
、
高

知
の
お
遍
路
さ
ん
か
ら
、
ス
リ
ラ
ン
カ
に
仏
陀
の
歯

が
祀
ら
れ
て
い
る
仏
歯
寺
が
あ
り
、
さ
ら
に
山
頂
の

寺
院
に
仏
陀
の
足
跡
が
有
る
と
い
う
ア
ダ
ム
ス
ピ
ー

ク
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
今
年
は
念
願
が
か
な
い
身
体
の

調
子
も
よ
く
夫
婦
で
行
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

最
初
に
登
っ
た
の
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
眠
る
天
空
の

宮
殿
シ
ギ
リ
ア
・
ロ
ッ
ク
、
標
高
は
３
７
０
ｍ
で
岩

そ
の
も
の
の
高
さ
は
約
２
０
０
ｍ
、
こ
こ
は
「
狂
気

の
王
」
カ
ッ
サ
パ
1
世
が
、
父
親
か
ら
王
位
を
奪
っ

た
罪
の
意
識
か
ら
逃
れ
る
よ
う
に
断
崖
の
上
に
自
ら

の
理
想
郷
を
築
い
た
王
宮
の
跡
で
す
。

☆�
「
山
に
お
い
で
よ
！
」

坂
本　

知
信
さ
ん
（
徳
島
市
）

　

こ
の
岩
の
頂
上
を
目
指
し
て
約
１
２
０
０
段
の
階

段
を
登
り
、
頂
上
の
王
宮
跡
か
ら
３
６
０
度
見
渡
す

限
り
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
絶
景
と
遺
跡
を
楽
し
む
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
下
り
で
は
岩
山
の
中
腹
に
あ
る
螺
旋

階
段
を
登
る
と
美
女
の
壁
画
『
シ
ギ
リ
ア
・
レ
デ
ィ
』

が
迎
え
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
は
カ
ッ
サ
パ
王
が
父
を

弔
う
た
め
に
描
か
せ
た
も
の
で
す
が
（
現
在
は
18
体

が
残
る
の
み
）と
て
も
美
し
い
フ
レ
ス
コ
画
で
し
た
。

現
物
は
写
真
撮
影
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
で
シ
ギ
リ

ア
博
物
館
の
レ
プ
リ
カ
で
は
あ
り
ま
す
が
記
念
に
美

女
を
写
真
に
収
め
ま
し
た
。
と
て
も
美
し
か
っ
た
で

す
・
・
・

　

次
に
訪
れ
た
仏
歯
寺
は
ス
リ
ラ
ン
カ
仏
教
の
聖
地

で
、シ
ン
ハ
ラ
人
の
最
後
の
王
都
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

町
全
体
が
「
聖
地
キ
ャ
ン
デ
ィ
」
と
し
て
世
界
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
町
の
一
番
の
定
番
ス
ポ
ッ
ト
は
釈
迦
（
ブ
ッ

ダ
）
の
歯
が
納
め
ら
れ
て
い
る
仏
歯
寺
で
す
。
こ
の

仏
歯
寺
で
は
毎
日
３
回
プ
ジ
ャ
ー
と
い
う
お
祈
り
が

行
わ
れ
（
１
回
の
お
祈
り
は
１
時
間
半
ほ
ど
）
こ
の

時
間
に
は
舎
利
容
器
が
安
置
さ
れ
る
２
階
ま
で
行
列

が
で
き
ま
す
。
２
階
で
は
い
つ
も
は
閉
じ
ら
れ
て
い

る
祭
壇
の
扉
が
開
き
、
仏
歯
の
納
め
ら
れ
た
金
色
の

舎
利
容
器
を
拝
め
ま
す
。
私
た
ち
は
現
地
ガ
イ
ド
の

お
か
げ
で
す
ぐ
そ
ば
で
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

次
の
日
は
朝
早
く
か
ら
、
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
の
宿
を

出
発
し
、
ワ
ー
ル
ド
エ
ン
ド
が
あ
る
ホ
ー
ト
プ
レ
イ

ン
ズ
国
立
公
園
に
向
か
い
ま
し
た
。
公
園
の
ゲ
ー
ト

で
チ
ケ
ッ
ト
を
見
せ
て
、荷
物
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
。

因
み
に
、
こ
こ
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
没
収
さ
れ
ま

す
。
そ
し
て
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ラ
ベ
ル
や
行
動
食
の

袋
も
ダ
メ
で
し
た
（
私
た
ち
は
事
前
に
紙
袋
を
持

参
）。

　

こ
の
公
園
を
左
回
り
に
進
み
ベ
イ
カ
ー
ズ
フ
ォ
ー

ル
を
見
て
落
差
約1,200m

の
切
り
立
っ
た
崖
の

ワ
ー
ル
ド
エ
ン
ド
（
世
界
の
終
り
）
に
行
き
ま
し
た
。

こ
こ
ワ
ー
ル
ド
エ
ン
ド
か
ら
午
前
９
時
頃
以
降
に
見

え
る
の
は
、
渦
巻
く
白
い
雲
だ
け
だ
そ
う
で
す
。
私

た
ち
は
雲
が
立
ち
込
め
て
く
る
前
の
早
朝
に
行
く
こ

と
が
で
き
サ
ン
バ
ー
（
水
鹿
）
や
リ
ス
、バ
イ
ド
ブ
ッ

シ
ュ
チ
ャ
ッ
ト
と
い
う
鳥
に
も
出
合
い
ハ
イ
キ
ン
グ

を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

最
後
に
４
大
宗
教
共
通
の
聖
地
ア
ダ
ム
ス
・
ピ
ー

ク
（
別
名
ス
リ
ー
・
パ
ー
ダ
）
に
登
り
ま
し
た
。
ス

リ
ー
・
パ
ー
ダ
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
「
聖
な

る
足
跡
」
と
い
う
意
味
で
頂
上
付
近
に
あ
る
1.8
ｍ
大

の
岩
に
あ
る
穴
が
足
跡
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
名
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

仏
教
徒
は
仏
陀
の
足
跡
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
は
シ

ヴ
ァ
神
の
足
跡
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
人
類
始
祖
の
ア

ダ
ム
の
足
跡
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
聖
ト
ー
マ
ス
の
足

跡
に
見
立
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
聖
地
に
な
っ
て
お
り
、
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ス
リ
ラ
ン
カ
で
最
も
人
気
の
巡
礼
地
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
山
は
、
は
る
か
遠
く
か
ら
も
そ
れ
と
判
別

で
き
、
美
し
い
山
容
は
、
何
千
年
も
前
か
ら
巡
礼
の

対
象
に
な
っ
た
の
も
理
解
で
き
ま
す
。
標
高2,238

ｍ
の
頂
上
寺
院
で
ご
来
光
を
見
る
た
め
深
夜
で
も
賑

や
か
な
標
高
差1,000
ｍ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
階
段

約6,000

段
の
登
山
道
を
私
た
ち
夫
婦
は
遍
路
装
束

で
巡
礼
者
と
と
も
に
歩
き
ま
し
た
が
、
中
に
は
裸
足

で
歩
い
て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。

頂
上
で
は
靴
を
脱
い
で
寺
院
に
入
り
、
お
参
り
を
し

て
か
ら
現
地
ガ
イ
ド
の
案
内
で
マ
ウ
サ
ケ
ル
池
面
に

鏡
の
よ
う
に
反
射
し
て
い
る
幻
想
的
な
ご
来
光
を
見

る
こ
と
が
出
来
て
感
激
し
ま
し
た
。2,000

ｍ
を
越

え
て
か
ら
の
階
段
は
き
つ
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た

が
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
て
最
高
で
し
た
。
移
動
日
に

は
象
の
孤
児
院
に
寄
っ
て
「
象
の
水
浴
び
」
を
見
て
、

象
の
糞
で
出
来
た
メ
モ
帳
を
土
産
に
購
入
し
ま
し

た
。

　

山
は
い
い
で
す
ね
～　

み
ん
な
！
山
に
お
い
で

よ
！

《兵庫：紅山》

《岡山：天空の鳥居》

《兵庫：蛇山》

《兵庫：笠松山への吊り橋》
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《シギリアレディフレスコ画》

《ホートン・プレインズ国立公園ワールドエンド》

《ホートン・プレインズ国立公園から望むアダムスピーク》

《スリランカ　シギリアロック1》

《深夜のアダムスピーク》

《スリランカ　シギリアロック2》
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《アダムスピーク頂上の寺院》《アダムスピーク》

《マウサケル池に映ったご来光》《象の水浴び》
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☆
総
会
（
会
場　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
ビ
ル
・
参
加
者
24
名
）

　

冒
頭
、
物
故
会
員
に
対
す
る
黙
祷
行
い
、
國
弘
会

長
の
挨
拶
の
後
、
①
令
和
６
年
度
の
活
動
報
告
②
令

和
６
年
度
決
算
報
告
及
び
会
計
監
査
報
告
が
行
わ

れ
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
令
和
７
年
度
の
活
動
計
画
（
案
）
②

令
和
７
年
度
予
算
（
案
）
③
令
和
７
年
度
役
員
（
案
）

が
提
案
さ
れ
、
何
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

（
令
和
７
年
度
活
動
計
画
）

１　

レ
ク
を
兼
ね
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
未
定
）

２　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
中
ビ
ル
前
花
壇
花
植
え
（
６
月
）

３　

�

野
市
あ
じ
さ
い
街
道
花
後
の
整
備（
７
月
14
日
）

４　

秋
の
お
も
て
な
し
一
斉
清
掃
（
10
月
）

５　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
中
ビ
ル
前
花
壇
花
植
え
（
11
月
）

６　

�
老
人
養
護
施
設
の
車
椅
子
清
掃
（
１
回
目
）

（
11
月
）

７　

�

老
人
養
護
施
設
の
車
椅
子
清
掃
（
２
回
目
）

（
12
月
）

８　

�

民
踊
と
尺
八
等
に
よ
る
老
人
養
護
施
設
の
慰
問

活
動
…
コ
ロ
ナ
禍
以
降
施
設
か
ら
の
要
望
が
無

い
。
施
設
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
実
施
に
向
け

て
検
討
す
る
。

９　

�

南
国
土
佐
観
光
開
き
に
伴
う
一
斉
清
掃（
１
月
）

10　

�

使
用
済
み
切
手
の
収
集
寄
贈
（
高
知
県
社
協
）

11　

�

そ
の
他
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
や
公
的
機
関
か
ら
の
要
請
が

あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
光
の
森
・

ド
コ
モ
の
森
・
龍
馬
マ
ラ
ソ
ン
給
水
所
運
営
等
）

に
は
積
極
的
に
参
加
す
る
。

（
そ
の
他
）

１　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
加
入
の
件

２　

�

賛
助
会
員
（
通
常
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
免

除
）
を
含
む
会
員
拡
大
の
取
り
組
み
の
件

３　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
物
品
購
入
の
件

（
新
役
員
体
制
）

◦
会　

長　
　
　

川
上　

次
男
（
新
）

◦
副
会
長　
　
　

森
沢　

義
宏

◦　

〃　
　
　
　

足
達　

裕
昭
（
新
）

◦
幹　

事　
　
　

寺
本　

和
男

◦　

〃　
　
　
　

中
村　

美
知

◦　

〃　
　
　
　

倉
橋　

康
信
（
新
）

◦　

〃　
　
　
　

寺
下　

美
保
（
新
）

◦
事
務
局
長　
　

三
宮　

正
博
（
新
）

◦
会
計
担
当　
　

松
丸　

純
二

◦
会
計
監
査　
　

清
遠　

真
介

◦　

〃　
　
　
　

邑
田　

正
次

◦
顧　

問　
　
　

國
弘　
　

昭
（
新
）

◦　

〃　
　
　
　

中
西　

正
弘

※�

な
お
、
事
務
局
は
今
ま
で
通
り
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
ビ
ル
の

高
知
電
友
会
内
に
置
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

☆�

総
会
後
の
懇
親
会
に
は
20
名
が
参
加
。
カ
ラ
オ
ケ

付
き
お
好
み
焼
き
店
を
借
り
切
っ
て
実
施
。
今
年

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ-

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
約
１
０
０
名（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
実
行
部
隊
＋
活
動
資
金
等
を
援
助
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
賛
助
会
員
）
で
構
成
す
る
令
和
７
年
度
定
期

総
会
及
び
懇
親
会
を
６
月
16
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

☆�

令
和
７
年
度
定
期
総
会
及
び
懇
親
会
を
開
催

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｎ
Ｔ
Ｔ
高
知
Ｏ
Ｂ
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介

《定期総会模様》
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度
の
活
動
へ
の
英
気
を
養
い
ま
し
た
。

※�
宴
半
ば
に
は
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ

「
高
知
い
ち
ば
ん
」
の
中
で
、
30
年
に
わ
た
り
野

市
ア
ジ
サ
イ
街
道
の
手
入
れ
を
行
っ
て
い
る
、
当

会
メ
ン
バ
ー
の
横
田
博
さ
ん
（
77
才
）
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
等
が
放
映
さ
れ
参
加
者
全
員
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

☆�

当
会
も
今
年
で
発
足
か
ら
37
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
は
会
長
・
事
務
局
長
が
15
年
ぶ
り
に

交
代
し
、若
い
力
に
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
た
な
発
想
で
オ
ー
ル
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
一
員
と
し
て
の

こ
の
活
動
が
末
永
く
続
き
、
会
員
の
生
き
が
い
向
上

と
社
会
貢
献
に
役
立
つ
よ
う
努
め
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

皆
様
の
益
々
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
前
事
務
局
長　

足
達
）

◇　

内
田
　
保
雄
（
松
山
市　

Ｈ
21
年
退
）

　

２
０
０
９
年
に
63
才
で
ド
コ
モ
Ｅ
Ｇ
を
退
職
し
て

早
や
17
年
で
す
が
、
75
才
頃
に
足
を
悪
く
し
て
歩
く

の
が
困
難
に
な
り
、
毎
日
リ
ハ
ビ
リ
で
数
時
間
歩
い

て
い
ま
す
が
、
少
し
歩
い
て
は
休
み
で
大
変
で
す
。

　

せ
め
て
あ
と
10
年
位
は
妻
と
二
人
で
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。

◇　

岡
田
　
　
勲
（
松
山
市　

Ｈ
13
年
退
）

　

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

元
気
で
す
・
・
が
相
変
わ
ら
ず
腰
痛
と
付
き
合
う
毎

日
で
す
。
見
か
け
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
行
動
が
鈍

く
歯
が
ゆ
い
思
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
人
の
手
を
煩
わ
す
こ
と
も
な
く
、
自
分

に
出
来
る
事
を
自
分
の
ペ
ー
ス
で
、
そ
し
て
日
々
小

一
時
間
ほ
ど
の
散
歩
は
欠
か
さ
ず
、
ま
あ
年
相
応
に

何
と
か
や
っ
て
お
り
ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
、
電
友
会
の
一
層
の
ご
繁
栄
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
今

　
　

今
月
号
は
、
傘
寿
を
迎
え
た
方
々
か
ら
近
況
報

告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇　

小
野
　
純
一
（
多
度
津
町　

Ｈ
18
年
退
）

　

お
陰
様
で
元
気
に
傘
寿
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
少
し
足
が
弱
く
な
り
ま
し
た
が
、
散
歩
仲
間

と
約
３
㎞
～
４
㎞
程
度
（
桃
陵
公
園
）
の
ル
ー
テ
ィ

ン
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

約
７
年
前
、高
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
後
輩
か
ら「
サ
ッ

カ
ー
部
の
あ
ゆ
み
」
の
編
集
に
つ
い
て
考
え
ま
せ
ん

か
と
相
談
さ
れ
、
即
、
了
解
し
ま
し
た
。

　

後
輩
は
、
県
内
の
図
書
館
及
び
新
聞
社
等
に
出
向

き
資
料
収
集
し
た
後
、
原
稿
を
起
こ
し
て
プ
リ
ン
ト

ア
ウ
ト
し
た
資
料
を
私
の
自
宅
に
持
参
し
て
き
ま
し

た
。
私
の
隠
れ
家
に
お
い
て
、
先
輩
・
後
輩
の
約
８

名
が
集
合
し
て
記
載
内
容
等
に
つ
い
て
色
々
と
打
合

せ
を
行
い
、
編
集
内
容
の
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
多
度
津
Ｆ
Ｃ
の
あ
ゆ
み
」
並
行
し
て

編
集
す
る
こ
と
に
な
り
大
変
な
作
業
に
な
り
ま
し
た

が
、
約
６
年
か
け
て
原
稿
が
ほ
ぼ
完
成
し
ま
し
た
。

　

傘
寿
を
迎
え
た
年
に
終
活
の
一
項
目
（
サ
ッ
カ
ー

の
集
大
成
）
と
し
て
、「
多
度
津
高
校
サ
ッ
カ
ー
部

の
あ
ゆ
み
（
１
９
４
８
年
４
月
創
部　

約
５
０
０

Ｐ
）」・「
多
度
津
Ｆ
Ｃ
の
あ
ゆ
み
（
１
９
６
７
年
４

月
創
部　

約
５
０
０
Ｐ
・
２
０
１
２
年
四
国
リ
ー
グ

昇
格
・
参
戦
）」
を
各
ク
ラ
ブ
の
関
係
者
等
に
連
絡
を

取
り
必
要
部
数
を
集
約
し
、
自
前
で
印
刷
し
て
製
本

（
外
注
）・
配
布
す
る
と
と
も
に
制
作
費
用
及
び
各
ク

ラ
ブ
が
飛
躍
す
る
た
め
の
活
動
資
金
と
し
て
の
支
援
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勝
を
同
窓
生
と
共
に
喜
び
ま
し
た
。

　

電
友
会
の
皆
様
、
お
身
体
を
大
切
に
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。
皆
様
の
ご
健
康
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

◇　

喜
瀬
　
孝
雄
（
徳
島
市　

Ｈ
17
年
退
）

　

傘
寿
祝
い
に
、
広
島
に
住
む
息
子
夫
婦
が
「
富
士

山
を
見
に
行
こ
う
」
と
誘
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
て
、
山
中
湖
、
河
口
湖
、
箱

根
で
、
ま
だ
雪
化
粧
を
ま
と
っ
た
、
三
月
の
富
士
山

を
見
て
回
る
、
二
泊
三
日
の
旅
で
し
た
。

　

道
中
で
は
、
富
士
山
が
現
れ
て
は
消
え
、
消
え
て

金
も
併
せ
て
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
健
康
・
趣
味
（
薔
薇
・
盆
栽
・
写
真
等
）・

社
会
貢
献
・
終
活
等
色
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

◇　

加
地
　
達
也
（
松
山
市　

Ｈ
13
年
退
）

　

最
初
の
パ
ソ
コ
ン
は
Ｐ
Ｃ
─
８
０
０
１
だ
っ
た
。

雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
を
せ
っ
せ
と
入

力
し
て
テ
ー
プ
に
保
存
を
繰
返
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

15
年
前
か
ら
は
楽
譜
エ
デ
ィ
タ
に
没
頭
し
て
い

る
。
当
初
は
紙
の
楽
譜
を
か
き
集
め
て
い
た
が
、
今

は
ネ
ッ
ト
で
無
料
入
手
出
来
る
。
古
今
の
名
曲
、
特

に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
作
品
は
、

ほ
ぼ
全
曲
入
力
済
と
し
た
が
、
近
年
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
さ
れ
た
ソ
フ
ト
が
入
手
で
き
た
の
で
再
度
見

直
し
修
正
を
続
け
て
い
る
。

◇　

川
副
　
達
也
（
松
山
市　

Ｈ
４
年
退
）

　

電
友
会
の
皆
様
お
元
気
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
思

い
ま
す
。
私
も
お
陰
様
で
傘
寿
を
迎
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

愛
犬
（
柴
犬
）
の
丸
と
毎
朝
散
歩
し
た
り
、
週
２

回
の
水
泳
や
書
道
。
俳
句
と
ゴ
ル
フ
を
一
度
は
止
め

て
い
ま
し
た
が
、
眼
の
病
気
も
回
復
し
た
の
で
、
ま

た
再
開
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

先
日
、
宇
和
島
で
開
催
さ
れ
た
大
学
相
撲
選
手
権

の
応
援
に
行
き
、
母
校
東
洋
大
学
の
久
し
ぶ
り
の
優

《楽譜入力中のパソコン画面、左側は「ペトルッチ楽譜ライブラリー」
からダウンロードした楽譜。右側は左側をみながら「Studio ftn
楽譜エディタ」に入力中の画面。楽譜の入力が終われば、これを
MIDI に 変 換 す る。 私 の 場 合 は、 こ れ ら を「Windows Media 
Player」で聴く。》

《
大
学
相
撲
選
手
権
で
母
校
東
洋
大
学
が
優
勝
（
宇
和
島
市
）》

《富士山を背景に河口湖湖畔》
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は
現
れ
、
こ
ん
な
に
も
身
近
に
富
士
山
が
あ
る
の
か

と
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

河
口
湖
で
は
「
か
ち
か
ち
山
」
の
舞
台
と
言
わ
れ

る
天
上
山
か
ら
見
た
富
士
山
は
、
真
っ
青
の
空
の
下

で
、
す
そ
野
ま
で
そ
の
姿
を
見
せ
て
い
て
、
長
年
夫

婦
で
温
め
て
い
た
「
富
士
の
す
そ
野
が
見
た
い
」
と

い
う
思
い
も
叶
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
島
の
「
ウ
ナ
ギ
」、
河
口
湖
の
「
ほ
う

と
う
」、
芦
ノ
湖
の
「
ワ
カ
サ
ギ
の
天
ぷ
ら
」
な
ど

ご
当
地
グ
ル
メ
も
楽
し
め
て
、
富
士
山
を
堪
能
し
た

い
い
旅
で
し
た
。

◇　

木
田
　
雅
秀
（
高
松
市　

Ｈ
18
年
退
）

　

１
年
位
前
に
左
肩
が
痛
く
腕
も
上
が
ら
な
く
な
り

病
院
へ
行
く
と
五
十
肩
と
言
わ
れ
「
そ
の
う
ち
自
然

に
治
る
」
と
。
こ
の
歳
で
五
十
肩
と
は
。

　

趣
味
の
釣
り
と
ゴ
ル
フ
の
回
数
が
減
り
、
５
ヵ
月

ぶ
り
に
ゴ
ル
フ
に
行
き
、
や
は
り
ス
コ
ア
は
散
々
で

し
た
が
五
月
晴
れ
で
気
持
良
く
最
高
で
し
た
。

　

ま
た
、
釣
り
も
５
月
に
行
き
、
ひ
さ
び
さ
の
強
烈

な
引
き
に
興
奮
し
、
回
数
は
減
り
ま
し
た
が
気
分
転

換
で
良
い
も
の
で
す
。

　

今
は
、
猫
の

額
ほ
ど
の
狭
い

所
で
ス
イ
カ
を

植
え
立
て
ネ
ッ

ト
に
這
わ
す
こ

と
に
挑
戦
中
で

す
が
、
ど
う
な

る
か
楽
し
み
で

す
。

◇　

北
岡
　
　
弘
（
石
井
町　

Ｈ
18
年
退
）

　

傘
寿
を
迎
え
て

　

諸
先
輩
は
じ
め
同
僚
の
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

近
況
を
知
ら
せ
る
機
会
を
戴
き
ま
し
た
の
で
傘
寿
を

迎
え
つ
つ
あ
る
今
を
。

　

現
役
時
代
か
ら
継
続
の
幼
児
か
ら
小
学
六
年
生
の

ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
毎
週
土
曜
日
に
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
も
継
続
中
で
す
。

《５ヵ月ぶりのゴルフ》

《スポーツ教室指導》

特
に
中
学
生
以
上
の
リ
ー
ダ
ー
活
動
指
導
に
励
ん

で
。
元
気
の
源
は
チ
ビ
ッ
子
や
中
高
生
の
活
力
を
も

ら
っ
て
居
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

《パラスポーツ指導》

《５月の釣果》
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◇　

黒
本
　
　
睦
（
鳴
門
市　

Ｈ
21
年
退
）

　
「
光
陰
矢
の
如
し
」
と
は
よ
く
言
っ
た
も
の
で
退

職
し
て
早
16
年
・
・
・
こ
の
間
白
内
障
手
術
・
大
腸

ポ
リ
ー
プ
摘
出
、
２
０
２
１
年
に
は
『
悪
性
リ
ン
パ

腫
』
罹
患
！
！　

抗
が
ん
剤
治
療
の
た
め
約
半
年
余

り
入
退
院
を
繰
り
返
し
ま
し
た
が
、
お
陰
様
で
元
気

に
な
り
10
坪
程
で
の
家
庭
菜
園
＆
シ
ル
バ
ー
大
学
院

「
健
康
ス
ポ
ー
ツ
講
座
」
で
学
ん
だ
仲
間
達
と
グ
ラ

　

地
域
で
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
教
室
を
開
催
し
て

誰
で
も
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
る
機
会
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
体
力
は
も
と
よ
り
行
動
力
や
思
考
力
も
、
確

実
に
低
下
し
て
い
る
事
を
自
覚
し
て
い
ま
す
が
、
ス

ポ
ー
ツ
仲
間
の
支
え
で
今
も
元
気
に
過
ご
せ
て
い
ま

す
。

　

み
な
さ
ん
高
齢
者
に
な
っ
て
も
無
理
の
無
い
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
な
が
ら
健
康
で
長
生
き
し
ま
し
ょ

う
ね
。

◇　

窪
田
　
竹
雄
（
松
山
市　

Ｈ
13
年
退
）

　

今
年
は
傘
寿
を
迎
え
ま
す
が
、
そ
の
自
覚
は
あ
り

ま
せ
ん
。
現
役
の
頃
か
ら
あ
ま
り
医
薬
の
世
話
に
な

る
こ
と
も
な
く
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

花
作
り
、
家
庭
菜
園
、
ジ
ム
が
日
課
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
合
間
に
写
真
撮
影
と
忙
し
く
し
て
い

ま
す
。

　

時
々
山
歩
き
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
は
富
士

山
に
挑
戦
し
、
雨
中
登
山
の
厳
し
さ
や
山
の
大
き
さ

を
体
感
し
ま
し
た
が
、眺
め
る
富
士
山
が
良
い
で
す
。

　

今
年
は
尾
瀬
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
行
く
予
定
で
目

下
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
中
で
す
。

　

体
を
動
か
す
こ
と
は
苦
に
な
ら
な
い
で
す
が
、
妻

に
は
仕
事
（
趣
味
）
を
減
ら
し
て
は
？
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
健
康
に
感
謝
し
な
が
ら
、
出
来
る
こ
と
を

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

《富士山頂》

《散り始めた船窪のオンツツジと私》
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◇　

河
野
　
　
豊
（
内
子
町　

Ｈ
18
年
退
）

　

昭
和
１
０
０
年
。
傘
寿
を
迎
え
、
電
電
公
社
・
Ｎ

Ｔ
Ｔ
の
電
気
通
信
事
業
に
約
半
世
紀
余
り
勤
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

入
社
当
時
は
施
設
課
で
電
話
機
の
修
理
や
線
路
設

備
の
保
守
を
行
い
ま
し
た
。当
時
は
す
べ
て
人
力
で
、

ス
コ
ッ
プ
で
穴
を
掘
り
電
柱
を
立
て
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
は
デ
ス
ク
業
務
と
し
て
設
計
・
積
算
等
を
行

い
ま
し
た
。
転
勤
７
回
単
身
赴
任
13
年
、
楽
し
い
生

活
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

特
に
心
に
残
る
業
務
は
地
元
内
子
町
町
並
保
存
地

区
八
日
市
の
無
電
柱
化
（
地
下
配
）
の
設
計
で
し
た
。

　

ま
た
、
技
術
者
と
し
て
各
種
資
格
の
習
得
も
頑
張

り
ま
し
た
。
特
に
重
大
な
の
は
電
気
通
信
主
任
技
術

者
で
す
。
３
回
目
に
よ
う
や
く
合
格
し
ま
し
た
。

　

趣
味
は
釣
り
で
海
、
川
で
遊
び
ま
し
た
。
旅
行
も

好
き
で
ク
ル
ー
ズ
で
屋
久
島
へ
。「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く

び
ー
な
す
」や「
飛
鳥
Ⅱ
」で
韓
国
へ
も
行
き
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
に
楽
し
く
生
活
で
き
た
の
も
家
族
の
協
力

だ
と
感
謝
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

◇　

小
松
　
貴
代
美
（
松
山
市　

Ｈ
13
年
退
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
や
文
化
財
の
サ
ポ
ー
ト
を

始
め
て
20
年
余
り
に
な
り
ま
す
。
一
方
ス
ポ
ー
ツ
ジ

ム
で
は
10
年
余
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
近
、
ア
ク
ト
ス
で
は
サ
ー
ク
ル
活
動
と
し
て
、

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
ボ
チ
ボ
チ
し
て

健
康
面
に
も
気
を
配
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
こ
れ
か
ら
残
さ
れ
た
人
生
を
如
何
に
し
て

生
き
る
か
？
親
父
は
62
才
、
お
袋
は
78
才
で
永
眠
。

あ
と
Ｘ
年
は
夫
婦
健
康
で
元
気
に
頑
張
り
た
い
と
願

う
昨
今
で
す
。

　

２
０
０
９
年
末
に
テ
ル
ウ
ェ
ル
・
ラ
イ
フ
ア
シ
ス

ト
で
購
入
し
た
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
「
轍
」
は
、

必
要
最
小
限
を
記
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
先
ず

現
状
に
つ
い
て
整
理
・
見
直
し
か
ら
断
捨
離
も
含
め

始
め
ま
し
ょ
う
か 

・
・
・
？

◇　

河
野
　
高
義
（
東
温
市　

Ｈ
17
年
退
）

　

保
育
園
の
散
歩
で
公
園
に
来
て
い
た
孫
が
私
を
見

つ
け
て
「
じ
い
ち
ゃ
ん
何
し
よ
る
ん
」「
お
掃
除
よ
。

綺
麗
に
し
と
っ
た
ら
気
持
ち
よ
く
遊
べ
る
じ
ゃ
ろ

う
」「
そ
う
じ
ゃ
ね
え
」
そ
の
子
も
今
は
高
校
生
。

　

雨
天
時
を
除
き
早
朝
約
２
時
間
の
除
草
・
清
掃
作

業
は
地
域
の
子
供
達
の
安
全
な
遊
び
場
所
提
供
は
大

人
の
役
目
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

74
才
か
ら
３
年
の
民
生
児
童
委
員
発
足
か
ら
15
年

の
い
き
い
き
サ
ロ
ン
で
社
協
か
ら
表
彰
も
さ
れ
ま
し

た
。
学
生
時
代
の
Ｖ
Ｙ
Ｓ
・
Ｊ
Ｒ
Ｃ
活
動
の
延
長
か

も
？

　

通
院
中
で
す
が
体
力
の
限
り
清
掃
奉
仕
と
家
庭
菜

園
は
続
け
た
い
も
の
で
す
。

ピ
ッ
ク
ル
ボ
ー
ル
が
始
ま
り
ま
し
た
。
週
１
回
、
楽

し
く
ラ
ケ
ッ
ト
を
振
っ
て
い
ま
す
。

　

ピ
ッ
ク
ル
ボ
ー
ル
は
、
テ
ニ
ス
・
卓
球
・
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
ラ
ケ
ッ
ト
ス
ポ
ー
ツ
で
、

子
供
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
打
っ
て
拾
っ
て
、
時
に
ボ
レ
ー
あ
り

で
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

《アクトスにて練習》

◇　

篠
浦
　
時
男
（
松
山
市　

Ｈ
13
年
退
）

　

今
年
は
戦
後
80
年
、
敗
戦
の
年
に
生
を
受
け
無
事

に
傘
寿
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

自
分
で
は
元
気
な
つ
も
り
で
も
、
70
才
を
過
ぎ
る

と
体
力
の
衰
え
は
驚
く
程
、
昨
年
秋
に
脊
柱
管
狭
窄

症
と
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
の
合
併
症
を
患
い
、
お
と
な

し
く
療
養
に
努
め
春
か
ら
や
っ
と
現
役
復
帰
。

　

今
で
は
野
菜
作
り
も
体
力
的
に
は
半
日
作
業
が
ベ

ス
ト
、
天
候
と
野
菜
の
出
来
に
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
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今
は
妻
と
二
人
で
い
ま
す
。
妻
は
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム

に
通
っ
て
い
ま
す
。
家
の
近
く
を
散
歩
し
て
い
ま
し

た
が
膝
と
肩
が
痛
く
な
り
、
近
く
の
整
形
外
科
で
リ

ハ
ビ
リ
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

今
は
、
大
リ
ー
グ
の
ド
ジ
ャ
ー
ス
の
試
合
を
テ
レ

ビ
で
観
て
い
る
時
が
一
番
の
楽
し
み
で
す
。
ド

ジ
ャ
ー
ス
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
非
常
に
素
晴
ら
し

い
。
去
年
の
大
谷
翔
平
選
手
の
50
─
50
Ｍ
Ｖ
Ｐ
そ
れ

に
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
世
界
一
「
す
ご
い
」
ま
た
、

山
本
由
伸
投
手
も
ヤ
ン
キ
ー
ス
戦
で
６
回
を
被
安
打

１
の
好
投
、
本
当
に
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

　

今
年
も
ド
ジ
ャ
ー
ス
は
好
調
で
す
。
大
谷
選
手
も

ホ
ー
ム
ラ
ン
を
量
産
し
打
っ
て
い
ま
す
が
、
早
く
投

手
と
し
て
投
げ
る
姿
を
見
た
い
で
す
。
ド
ジ
ャ
ー
ス

に
は
今
年
も
世
界
の
頂
点
目
指
し
頑
張
っ
て
も
ら
い

た
い
も
の
で
す
。

　

も
う
一
つ
の
楽
し
み
は「
プ
ロ
野
球
レ
ジ
ェ
ン
堂
」

と
い
う
テ
レ
ビ
番
組
で
す
。
司
会
の
徳
光
和
夫
さ
ん

と
、
プ
ロ
野
球
を
引
退
し
た
ス
タ
ー
選
手
が
思
い
出

話
を
語
り
合
う
番
組
で
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
「
長
嶋

茂
雄
さ
ん
の
大
フ
ァ
ン
」
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
自
分

も
大
フ
ァ
ン
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
足
腰
も
弱
っ
て
く
る
の
で
「
ジ
ム
」

で
も
行
こ
う
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
晩
酌
は

や
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

皆
様
も
お
元
気
で
。

《妻の実家（阿波市）で休憩中》

元
気
に
作
業
が
で
き
る
こ
と
に
感
謝
の
毎
日
で
す
。

　

ま
た
、趣
味
の
ド
ラ
イ
ブ
の
行
動
範
囲
は「
中
・
四
・

九
」
が
メ
イ
ン
、四
季
折
々
の
花
や
紅
葉
を
求
め
て
、

ま
た
四
国
の
「
道
の
駅
90
駅
」
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

に
挑
戦
、近
場
は
妻
と
遠
く
は
車
中
泊
で
の
一
人
旅
。

こ
れ
か
ら
も
体
力
の
維
持
に
努
め
一
日
一
日
を
元
気

に
楽
し
く
過
ご
し
た
い
が
・
・
・
さ
て
？

◇　

四
宮
　
恭
治
（
吉
野
川
市　

Ｈ
12
年
退
）

　

私
の
最
近
の
生
活
リ
ズ
ム
は
、
月
３
回
の
俳
句
会

を
中
心
に
流
れ
て
お
り
、
そ
の
内
の
１
回
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ

Ｏ
Ｂ
サ
ロ
ン
を
利
用
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
そ

し
て
、
地
方
新
聞
、
ミ
ニ
コ
ミ
紙
、
電
友
会
報
等
に

掲
載
さ
れ
る
こ
と
も
励
み
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
幸
い
に
今
の
と
こ
ろ
、
健
康
に
恵
ま
れ
、

降
圧
剤
を
一
日
一
錠
飲
ん
で
い
る
だ
け
で
す
。

　

終
わ
り
に
、
昭
和
20
年
８
月
１
日
に
生
を
享
け
、

傘
寿
を
目
前
に
し
て
、
今
後
と
も
健
康
に
留
意
し
な

《生前の愛犬ラッキー》

が
ら
、孫
達
３
人
の
成
長
を
楽
し
み
に
頑
張
り
ま
す
。

　

生
を
享
け
六
日
目
の
こ
と
広
島
忌

◇　

白
川
　
孝
夫
（
南
国
市　

Ｈ
21
年
退
）

　
「
私
は
今
」
と
言
う
こ
と
で
す
が
、
つ
い
に
傘
寿

を
迎
え
ま
す
。

　

以
前
「
四
国
電
友
会
50
年
の
歩
み
」
に
野
球
の
高

知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
ク
ス
の
事
等
を
載
せ
て
頂

き
ま
し
た
が
、
そ
の
時
の
愛
犬
ラ
ッ
キ
ー
も
２
年
半

前
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
19
才
７
ヵ
月
で
し
た
。
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◇　

武
市
　
邦
廣
（
松
山
市　

Ｈ
13
年
退
）

　

退
職
し
、
約
25
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

最
近
は
、
病
院
通
い
が
日
課
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
庭
で
花
や
野
菜
を
育
て
、
収
穫
す
る
こ
と

を
楽
し
み
に
日
々
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

　

時
々
遊
び
に
来
る
孫
達
と
は
、
碁
や
ゲ
ー
ム
を
し

て
、
脳
が
衰
え
な
い
よ
う
刺
激
し
て
も
ら
っ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
先
ず
は
、
健
康
」
を
願
っ
て
い
ま

す
。

◇　

鈴
木
　
孝
弘
（
土
佐
清
水
市　

Ｈ
６
年
退
）

　

妻
か
ら
見
た
夫
の
健
康
快
復

　

大
動
脈
破
裂
と
大
動
脈
解
離
か
ら
快
復
し
た
夫

は
、
身
体
に
大
き
な
リ
ス
ク
を
背
負
っ
て
い
る
。

　

歩
行
に
も
困
難
を
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
市

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
に
週
２
回
程
自
転
車
で
片
道

５
キ
ロ
の
道
を
通
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

数
年
経
っ
た
今
日
、細
か
っ
た
脚
に
筋
肉
が
付
き
、

曲
が
っ
て
い
た
上
半
身
は
背
筋
が
伸
び
、
た
く
ま
し

《写真の額は新会員になって初めて
の探石で揚げた仁淀川の珍品「赤
糸掛石」。第1号の記念に撮っても
らった写真です。》

《ジムの一部 五十肩の治療（左側が鈴木）》

く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
、
ジ
ム
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
毎
日
の

散
歩
が
大
き
な
効
果
を
発
揮
し
た
結
果
と
私
は
思
っ

て
い
る
の
で
す
。

　

鈴
木
考
弘
の
妻
鈴
木
典
子

◇　

竹
田
　
米
一
（
松
山
市　

Ｈ
18
年
退
）

　

私
は
趣
味
の
「
水
石
」
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
八

石
之
会
へ
入
会
し
て
、
早
や
20
年
以
上
が
過
ぎ
ま
し

た
。
海
山
川
へ
出
か
け
、
山
形
石
や
姿
石
、
滝
石
等

を
目
当
て
に
石
を
探
し
て
、
会
員
と
一
緒
に
昼
食
を

食
べ
な
が
ら
、
石
の
事
や
世
間
話
を
し
て
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

探
し
た
石
を
基
に
、
台
座
を
作
り
良
石
を
選
び
、

年
３
回
ぐ
ら
い
開
催
さ
れ
る
展
示
会
へ
出
展
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
時
々
は
、
他
の
会
の
展
示
会
に
も
出
向
き
、

他
県
の
方
々
と
食
事
を
し
た
り
、
探
石
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

◇　

竹
村
　
演
禎
（
丸
亀
市　

Ｈ
９
年
退
）

　

今
年
１
月
で
遂
に
80
代
の
大
台
に
乗
り
ま
し
た
。

　

健
康
の
た
め
週
３
～
４
日
ア
ル
バ
イ
ト
に
行
っ
て

い
ま
す
。
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休
日
は
近
く
の
山
（
讃
岐
富
士
４
２
２
ｍ
）
へ
登

り
、
時
々
は
高
知
ま
で
チ
ヌ
釣
り
に
出
掛
け
ま
す
。

　

７
年
程
前
か
ら
北
海
道
富
良
野
ス
キ
ー
場
へ
、
30

日
～
45
日
間
ス
キ
ー
に
行
っ
て
い
ま
す
。
全
国
か
ら

同
世
代
の
方
々
が
来
て
お
り
、
宿
で
自
然
に
交
流
が

始
ま
り
ま
す
。

　

現
役
時
代
は
、
せ
い
ぜ
い
４
～
５
日
程
し
か
行
け

な
か
っ
た
分
、
今
、
楽
し
く
ス
キ
ー
三
昧
の
日
々
を

送
り
ま
す
。
元
気
で
楽
し
く
滑
れ
る
限
り
、
続
け
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
来
シ
ー
ズ
ン
の
予
約
も
取
れ

て
い
ま
す
。

　

人
生
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
に
入
っ
た
今
、
や
り
た

い
事
、
行
き
た
い
所
へ
行
き
、
悔
い
の
な
い
日
々
充

実
し
た
一
日
一
日
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◇　

辻
田
　
則
夫
（
松
山
市　

Ｈ
19
年
退
）

　

あ
っ
と
い
う
間
に
傘
寿
を
迎
え
ま
し
た
。
75
才
迄

の
人
生
設
計
を
立
て
て
い
ま
し
た
の
で
何
か
得
を
し

た
気
分
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
一
年
一
年
夫
婦
で
元
気
に
暮
ら
せ
て

い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

妻
は
フ
ラ
ダ
ン
ス
と
カ
ラ
オ
ケ
等
、
私
は
テ
ニ
ス

と
ゴ
ル
フ
を
趣
味
に
精
を
出
し
て
い
ま
す
が
、
私
は

こ
こ
数
年
脊
椎
管
狭
窄
症
、
坐
骨
神
経
痛
に
悩
ま
さ

れ
、
い
つ
リ
タ
イ
ア
を
強
い
ら
れ
る
や
ら
。
で
も
痛

み
に
耐
え
な
が
ら
、
連
日
道
後
の
コ
ー
ト
に
通
っ
て

い
ま
す
。

　

毎
日
汗
を
か
く
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
頑
張
り
続
け

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◇　

直
井
　
　
諭
（
丸
亀
市　

Ｈ
18
年
退
）

　

退
職
し
て
早
や
20
年
に
な
り
ま
す
。

　

私
は
、
市
の
体
育
協
会
で
50
年
余
り
皆
様
方
と
一

緒
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
来
ま
し
た
が
７
年
前
股

関
節
の
手
術
を
し
て
身
体
が
少
し
悪
く
な
り
体
育
協

会
も
３
年
前
に
卒
業
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
老
人
会
の
友
志
と
11
年
前
ぺ
タ
ン
ク
の

同
好
会
を
作
り
、
毎
週
３
回
（
月
・
水
・
金
）
８
時

に
神
社
集
合
。
神
社
境
内
の
清
掃
・
ラ
ジ
オ
体
操
・

ぺ
タ
ン
ク
の
練
習
と
毎
週
同
じ
パ
タ
ー
ン
で
行
っ
て

い
ま
す
。
会
員
は
20
名
で
市
の
大
会
に
出
場
し
て
毎

回
好
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。

　

ゴ
ル
フ
は
月
２
回
、
八
一
会
と
二
八
会
か
ら
案
内

を
も
ら
い
楽
し
く
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
頃
は
、人
生
百
年
時
代
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
残
り
の
人
生
楽
し
く
過
ご
し
て
い
け
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

◇　

中
島
　
鳥
山
（
鳴
門
市　

Ｈ
19
年
退
）

　

狩
猟
人
生
５
０
０
ア
ン
ド
５
０
０
を
達
成

　

人
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
で
在
職
中
か
ら
、
絵
画
・
詩 

歌
・
写
真
・
文
筆
・
ス
ポ
ー
ツ
等
の
趣
味
を
持
つ
人

が
多
い
。
私
の
場
合
は
そ
れ
が
狩
猟
だ
っ
た
。

　

会
社
に
は
44
年
間
お
世
話
に
な
っ
た
が
、
狩
猟
は

そ
れ
以
上
の
60
年
に
な
る
。
前
中
盤
は
ヤ
マ
ド
リ
猟《鳴門で捕獲した100㎏の雄イノシシ》 《自作の四国ヤマドリの剥製》
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で
す
。（
傷
害
保
険
の
「
ま
も
る
く
ん
」
に
入
っ
て

い
た
の
で
助
か
り
ま
し
た
）

　

な
お
ボ
ケ
防
止
と
し
て
学
生
時
代
の
同
級
生
10
人

と
月
１
回
の
無
尽
会
、
公
民
館
で
の
健
康
麻
雀
を
週

１
回
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

◇　

廣
瀬
　
　
功
（
徳
島
市　

Ｈ
13
年
退
）

　

現
在
、
傘
寿
を
過
ぎ
一
人
暮
ら
し
と
な
っ
た
。
近

所
に
は
、
娘
夫
婦
と
２
才
の
孫
が
居
る
。
わ
が
家
に

毎
日
、
日
課
の
よ
う
に
娘
と
孫
が
訪
れ
る
。
一
緒
に

近
く
の
公
園
、
買
い
物
に
出
か
け
る
事
が
多
く
楽
し

く
幸
せ
を
感
じ
る
一
時
で
す
。

　

今
、
私
に
は
当
面
の
課
題
が
あ
っ
て
自
動
車
運
転

免
許
の
更
新
時
期
と
７
年
間
使
っ
た
乗
用
車
の
車
検

の
時
期
が
迫
っ
て
い
る
。

　

運
転
免
許
証
を
返
納
し
車
を
廃
車
か
、
軽
乗
用
車

を
購
入
か
、
車
に
乗
れ
る
期
間
は
、
あ
と
５
年
が
限

度
と
思
う
決
断
ま
で
あ
と
少
し
時
間
が
あ
る
。

　

人
生
百
年
時
代
ま
だ
ま
だ
頑
張
っ
て
過
ご
し
た

い
。

◇　

宮
本  

隆
美
（
徳
島
市　

Ｈ
12
年
退
）

①�

５
人
の
孫
と
「
ラ
イ
ン
」
等
で
楽
し
ん
で
い
る
。

②�

四
国
各
地
の
郵
便
局
自
動
化
を
想
い
出
す
。

③�

市
立
の
健
康
館
プ
ー
ル
で
歩
行
訓
練
を
し
て
い

る
。

に
の
め
り
込
み
20
年
続
け
て
九
州
の
大
分
、
宮
崎
ま

で
徳
島
か
ら
遠
征
猟
で
計
35
回
も
行
き
、
１
０
０
羽

の
ア
カ
ヤ
マ
ド
リ
を
射
つ
。四
国
ヤ
マ
ド
リ
と
合
わ
せ

て
、退
職
前
に
は
５
０
０
羽
以
上
撃
っ
て
い
ま
し
た
。

　

退
職
後
に
始
め
た
イ
ノ
シ
シ
罠
猟
で
は
、
今
年
ま

で
17
猟
期
で
大
小
７
２
５
頭
の
イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲
し

て
い
ま
す
。

　

日
本
中
の
猟
師
で
、
ヤ
マ
ド
リ
５
０
０
羽
以
上
と

イ
ノ
シ
シ
５
０
０
頭
以
上
の
両
方
を
達
成
し
て
い
る

猟
師
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
？

　

大
谷
達
手
の
50
ア
ン
ド
50
の
大
記
録
に
は
比
べ
様

も
な
い
の
だ
が
同
じ
会
社
に
こ
ん
な
奴
が
居
た
事
を

知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
有
難
い
。

　

80
才
に
な
っ
た
が
気
力
体
力
が
続
く
限
り
こ
れ
か

ら
も
イ
ノ
シ
シ
と
遊
ぶ
つ
も
り
で
す
。

◇　

中
山  

善
嗣
（
吉
野
川
市　

Ｈ
12
年
退
）

　

退
職
し
て
約
15
年
、
早
い
も
の
で
今
年
は
80
才
を

迎
え
ま
す
。
過
ぎ
去
っ
た
日
々
は
短
く
、
あ
っ
と
い

う
間
で
し
た
。

　

退
職
後
の
生
活
は
、
シ
ル
バ
ー
大
学
や
地
域
社
会

へ
参
画
の
機
会
が
あ
り
、
概
ね
充
実
し
て
お
り
ま
し

た
。
今
は
ほ
と
ん
ど
解
消
し
、
散
歩
や
短
歌
作
り
で

ひ
た
す
ら
自
分
の
体
調
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
頸
動
脈
狭
窄
の
手
術
を
し
ま
し
た
。
今
は

家
内
と
老
老
介
護
み
た
い
な
生
活
で
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
変
革
は
す

ご
い
で
す
ね
。
私
の
最
後
の
職
場
も
消
滅
し
た
よ
う

で
、
諸
行
無
常
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
残
り
の
人
生
を
、
楽
し
く
充
実
さ
せ
て

参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◇　

西
山
　
　
建
（
高
知
市　

Ｈ
13
年
退
）

　

気
力
、
体
力
、
財
力
な
し

　

生
命
力
だ
け
が
少
し
残
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

◇　

野
々
下
　
孝
俊
（
香
美
市　

Ｈ
18
年
退
）

　

我
が
家
の
猫
２
匹
も
５
才
に
な
り
ま
し
た
。
猫
の

寿
命
は
15
年
位
か
な
？

　

私
も
も
う
す
ぐ
80
才
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は

「
お
ま
け
」
の
人
生
を
か
み
さ
ん
と
猫
と
共
に
、
元

気
で
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
け
れ
ば
と
思
う
今
日
こ
の

頃
で
す
。

◇　

橋
田
　
勝
彦
（
今
治
市　

Ｈ
11
年
退
）

　

55
才
で
退
職
後
、
東
京
海
上
で
交
通
事
故
の
示
談

交
渉
（
人
身
事
故
）
を
８
年
続
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
少
し
ば
か
り
の
農
業
を
し
な
が
ら
地
域

で
民
生
委
員
や
部
落
総
代
な
ど
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
今
は
す
べ
て
引
退
し
て
お
り
ま
す
。

　

２
年
前
、
自
宅
庭
先
で
転
倒
し
左
大
腿
骨
を
骨
折

し
手
術
、
入
院
（
３
月
）
現
在
リ
ハ
ビ
リ
で
通
院
中
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の
良
い
食
事
と
適
度
な
運
動
を
心
が
け
ゆ
っ
た
り
、

の
ん
び
り
心
豊
か
に
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

◇　

森
　
　
明
徳
（
徳
島
市　

Ｈ
23
年
退
）

　

今
か
ら
５
年
前
の
４
月
、
暑
い
日
に
果
樹
の
手
入

れ
作
業
を
行
っ
た
あ
と
不
注
意
で
水
分
補
給
を
忘

れ
、
就
寝
時
に
な
っ
て
左
手
足
に
し
び
れ
を
感
じ
ま

し
た
が
、
翌
朝
に
な
っ
て
も
引
か
な
い
た
め
病
院
で

「
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
」
を
受
け
る
と
「
右
脳
」
の
脳
梗
塞

と
判
明
し
ま
し
た
。

　

20
日
間
の
入
院
と
１
ヵ
月
の
リ
ハ
ビ
リ
で
一
応
回

復
し
ま
し
た
が
今
で
も
左
手
足
に
多
少
し
び
れ
が

残
っ
て
い
る
状
態
で
す
。（
自
動
車
の
運
転
が
で
き

る
の
が
幸
い
で
す
）

　

脳
梗
塞
と
思
わ
れ
る
時
の
対
処
方
法

◎
深
夜
な
ど
で
も
救
急
車
を
依
頼
し
て
「
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検

査
」
を
行
い
一
刻
も
早
く
点
滴
を
受
け
る
。

　

現
在
は
外
出
す
る
事
を
な
る
べ
く
控
え
、
パ
ソ
コ

ン
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
活
用
し
て
航
空
機
の
管
制
通

信
や
世
界
各
地
の
民
族
音
楽
を
聴
い
て
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

◇　

森
國
　
幹
夫
（
坂
出
市　

Ｈ
19
年
退
）

　

１
９
４
５
年
６
月
生
ま
れ
で
翌
月
に
は
高
松
空
襲

が
あ
り
、
母
は
「
生
ま
れ
て
き
た
が
無
事
に
育
て
る

④�

神
社
境
内
の
「
八
幡
茶
房
」
に
毎
週
参
加
。

⑤�
65
才
よ
り
、
方
上
町
協
議
会
へ
参
加
し
て
い
る
。

◇　

三
好
　
泰
子
（
新
居
浜
市　

Ｈ
11
年
退
）

　

大
相
撲
テ
レ
ビ
観
戦
は
私
の
楽
し
み
の
一
つ
で

す
。

　

先
般
、
大
の
里
は
ご
存
知
の
と
お
り
歴
代
最
速
と

な
る
13
場
所
で
横
綱
に
昇
進
し
ま
し
た
。
夏
場
所
は

毎
日
手
が
痛
く
な
る
く
ら
い
応
援
し
、
優
勝
を
決
め

た
時
は
感
動
で
涙
が
流
れ
ま
し
た
。
子
供
の
頃
か
ら

横
綱
に
な
る
夢
を
持
ち
稽
古
に
励
ん
だ
結
果
、
堂
々

と
夢
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

夢
と
い
え
ば
、
昨
年
コ
ロ
ナ
禍
で
介
護
施
設
に
入

所
し
て
い
た
お
琴
の
師
匠
か
ら
「
生
涯
現
役
で
皆
様

と
の
合
奏
を
夢
み
て
車
椅
子
で
元
気
に
頑
張
っ
て
お

り
ま
す
」
と
書
か
れ
た
年
賀
状
を
い
た
だ
き
手
が
震

え
て
何
度
も
読
み
返
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
６
月
に
天
寿
を
全
う
し
黄
泉

へ
旅
立
た
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
先
般
、
弟
子
達
が
感

謝
の
気
持
を
込
め
て
「
恩
師
を
し
の
ぶ
会
」
を
開
き

天
国
の
師
匠
に
演
奏
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
夢
は
叶
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
き
っ

と
私
達
と
に
こ
や
か
に
合
奏
し
て
い
た
だ
け
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
こ
れ
か
ら
も
小
学
校
の
お
琴
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
続
け
、
小
さ
な
夢
に
向
か
っ
て
栄
養
バ
ラ
ン
ス

こ
と
が
出
来
る
か
不
安
だ
っ
た
」
と
よ
く
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

地
元
の
工
業
高
校
を
卒
業
し
て
１
９
６
４
年
４
月

に
地
元
の
坂
出
電
報
電
話
局
機
械
課
に
配
属
に
な

り
、
秋
に
は
東
海
道
新
幹
線
が
開
通
し
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
我
家
は
遅
ま
き
な
が
ら
白
黒

テ
レ
ビ
を
購
入
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
観
戦
を
し
ま
し

た
。

　

今
思
え
ば
戦
後
の
復
興
は
一
段
落
し
、
日
本
経
済

は
大
発
展
の
時
期
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
は

香
川
電
気
通
信
部
、
観
音
寺
、
丸
亀
、
高
松
を
経
て

退
職
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
80
才
、
あ
と
20
年
は
元
気
で
生
き
て
み
よ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

◇　

山
内
　
道
壽
（
砥
部
町　

Ｈ
17
年
退
）

　

退
職
し
て
20
年
に
な
り
ま
す
。

　

妻
が
亡
く
な
り
、
現
在
は
一
人
で
細
々
と
生
き
て

お
り
ま
す
。病
院
と
は
縁
が
切
れ
ず
、お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

た
ま
に
友
人
が
昼
食
に
誘
っ
て
く
れ
楽
し
く
食
事

を
し
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

◇　

山
下
　
章
夫
（
徳
島
市　

Ｈ
13
年
退
）

　

平
成
13
年
に
退
職
し
て
早
や
23
年
以
上
が
過
ぎ
ま

し
た
。
特
に
身
体
の
悪
い
と
こ
ろ
も
な
く
、
入
院
も
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施
、
今
は
近
所
の
三
つ
の
池
廻
り
を
週
５
日
ペ
ー
ス

で
歩
い
て
い
ま
す
。
お
陰
様
で
四
季
の
変
化
を
草
花

や
野
鳥
等
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
歩
き
を
続

け
て
い
き
た
い
で
す
。

　

皆
様
も
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

◇　

渡
部
　
　
博
（
松
山
市　

Ｈ
23
年
退
）

　

元
気
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
80
才
を
迎
え
ま
し
た

が
、ま
だ
ま
だ
元
気
で
地
域
の
小
中
学
校
の
同
級
生
た

ち
と
市
の
交
通
指
導
員
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

仕
事
で
懐
か
し
く
思
い
出
す
の
は
、
四
国
の
各
県

か
ら
集
ま
っ
た
同
僚
・
後
輩
た
ち
と
各
地
方
の
方
言

を
聞
き
な
が
ら
楽
し
く
各
県
の
出
来
高
や
業
務
改
善

を
取
り
組
ん
だ
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

皆
様
お
元
気
で
し
ょ
う
か
？
15
年
以
上
も
過
ぎ
た

昔
の
事
で
す
が
、
懐
か
し
く
、
楽
し
い
思
い
出
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
電
友
会
の
益
々
の
ご
発
展

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
間
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
は
趣
味
と
し
て
徳
島
Ｏ
Ｂ
サ
ロ
ン
で
、
電
友

会
サ
ー
ク
ル
囲
碁
会
の
縁
台
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
、

年
４
回
の
大
会
に
出
席
し
碁
仇
と
談
話
し
な
が
ら
、

白
黒
を
付
け
る
の
が
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

　

も
う
一
つ
の
楽
し
み
は
、
晩
酌
を
２
時
間
ぐ
ら
い

掛
け
て
ゆ
っ
く
り
お
酒
、
焼
酎
を
た
し
な
む
こ
と
で

す
。
３
６
５
日
欠
か
さ
ず
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

た
だ
最
近
は
、
歳
の
せ
い
か
飲
む
量
が
ガ
ク
ン
と

落
ち
て
き
た
の
で
、
１
時
間
ぐ
ら
い
で
食
事
が
終
わ

り
家
内
が
た
い
そ
う
喜
ん
で
い
ま
す
。
80
才
を
過
ぎ

て
健
康
で
晩
酌
が
出
来
る
こ
と
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。

◇　

山
本
　
芳
春　
（
松
山
市　

Ｈ
22
年
退
）

　
「
二
度
あ
る
こ
と
は
三
度
あ
る
」
と
よ
く
言
い
ま

す
が
４
年
も
続
け
て
不
幸
の
連
続
で
し
た
。

　
「
気
力
」「
体
力
」「
金
力
」
も
歳
と
共
に
衰
え
て

き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
無
事
に
暮
ら
せ
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
。

◇　

横
田
　
和
之
（
善
通
寺
市　

Ｈ
12
年
退
）

　

今
年
傘
寿
を
迎
え
、
毎
日
元
気
に
過
ご
す
こ
と
が

で
き
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
四
国
内
の
転
勤
、退
職
後
の

四
国
八
十
八
ヶ
所
歩
き
で
学
び
ま
し
た
歩
き
で
し
た
。

　

飯
の
山
登
山
を
２
日
に
１
回
ペ
ー
ス
で
18
年
間
実

　
　

お
詫
び
と
訂
正

　

会
報
４
月
号
（
第
２
１
０
号
）
の
「
新
入
会
員

紹
介
」
と
「
私
は
今
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
記

述
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
詫
び
し
訂
正
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

５
Ｐ　
「
新
入
会
員
紹
介
」　

愛
媛
県
支
部

　
【
誤
】
吉
本 

康
紀
様 

→
【
正
】
吉
本 
康
記
様

31
Ｐ　
「
私
は
今
」

　
【
誤
】
三
浦 

啓
二
様 

→
【
正
】
三
浦 

敬
二
様

俳　

句

徳
島
支
部
（
眉
秋
俳
句
会
）

春
風
に
祝
ひ
の
幕
の
深
き
紺�

加
治　

道
子

五
月
雨
や
真
白
に
煙
る
梓
川

橋
脚
を
打
っ
て
膨
ら
む
春
の
波�

加
茂　

陽
子

晩
春
や
雨
が
濡
ら
せ
る
登
り
窯

藍
甕
を
指
で
一
舐
め
星
涼
し�

四
宮　

恭
治

漱
石
忌
家
族
写
真
に
い
つ
も
猫

蓑
虫
や
空
を
見
上
げ
て
今
生
き
る�

走
楽

降
り
た
て
ば
幻
の
駅
夏
の
海

用
水
の
水
満
々
と
五
月
来
る�

高
木　

閑
人

回
す
た
び
秋
は
高
き
に
摩
尼
車

筍
や
声
に
答
え
ず
足
元
に�

平
井　

孝
子

花
を
待
つ
船
は
漁
師
の
力
綱

和
紙
人
形
目
な
し
口
な
し
秋
深
む�

堀
江　

邦
子

赤
ん
坊
の
欠
伸
を
も
ら
う
昼
小
春�

（
遺
作
）

自
転
車
の
輪
が
こ
ぼ
し
行
く
春
の
泥�

山
田
ま
さ
よ

散
策
の
夫
婦
か
た
ら
ず
鳥
雲
に

唯
一
に
母
の
写
真
は
セ
ル
を
着
て�

吉
岡　

由
子

大
甕
に
天
水
み
ち
て
梅
真
白

�������������������������������������������
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次
の
方
々
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
故
人
の
お
名
前
）（
逝
去
年
月
日
）（
享
年
）（
生
前
居
住
地
）

　
（
愛
媛
県
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
村　
　

港　

様　

Ｒ
７
・
３
・
16　

92　

宇
和
島
市

一
柳　
　

茂　

様　

Ｒ
７
・
３
・
19　

87　

新
居
浜
市

水
本　

敏
次　

様　

Ｒ
７
・
４
・
12　

93　

松
山
市

宮
内　

貞
治　

様　

Ｒ
７
・
４
・
20　

87　

松
山
市

間　
　

良
照　

様　

Ｒ
７
・
５
・
25　

89　

松
山
市

　
（
香
川
県
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
川
ヒ
フ
ミ　

様　

Ｒ
６
・
７
・
17　

94　

高
松
市

山
崎　

道
明　

様　

Ｒ
７
・
１
・
23　

74　

高
松
市

片
山　

保
典　

様　

Ｒ
７
・
２
・
７　

84　

高
松
市

大
西
マ
サ
子　

様　

Ｒ
７
・
２
・
21　

92　

観
音
寺
市

松
本　
　

徹　

様　

Ｒ
７
・
３
・
16　

82　

高
松
市

片
岡　

久
江　

様　

Ｒ
７
・
４
・
18　

99　

高
松
市

香
川　

芳
宏　

様　

Ｒ
７
・
５
・
12　

84　

高
松
市

渋
谷　

正
教　

様　

Ｒ
７
・
５
・
20　

79　

三
豊
市

敬
　
弔

☆
瑞
宝
単
光
章　

田
中　

萬
木　

様
（
松
山
市
）

Ｒ
７
・
２
・
26
逝
去　

95
歳

物
故
者
叙
位
叙
勲

　
（
徳
島
県
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
石　

高
三　

様　

Ｒ
７
・
３
・
23　

92　

石
井
町

徳
永
美
智
子　

様　

Ｒ
７
・
４
・
５　

78　

徳
島
市

森
本　

政
一　

様　

Ｒ
７
・
５
・
11　

99　

徳
島
市

箕
村　

勝
昭　

様　

Ｒ
７
・
５
・
16　

80　

徳
島
市

堀
江　

邦
子　

様　

Ｒ
７
・
５
・
18　

86　

徳
島
市

　
（
高
知
県
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
岡　
　

準　

様　

Ｒ
７
・
３
・
31　

88　

奈
半
利
町

金
子　

恵
志　

様　

Ｒ
７
・
４
・
６　

68　

高
知
市

岡
村　

雅
夫　

様　

Ｒ
７
・
５
・
21　

87　

高
知
市

今
井　
　

智　

様　

Ｒ
７
・
５
・
26　

90　

高
知
市

藤
戸　

勇
輔　

様　

Ｒ
７
・
６
・
９　

81　

室
戸
市

川
谷　

弘
一　

様　

Ｒ
７
・
６
・
13　

69　

高
知
市

表
紙
の
言
葉

　

須
崎
市
の
浦
ノ
内
湾
沿
い
に
、
県
道
23
号
線
を

車
で
走
っ
て
い
る
と
遠
く
に
、
島
を
ほ
ぼ
占
領
し

て
い
る
か
の
よ
う
に
建
っ
て
い
る
、
一
軒
の
家
屋

が
見
え
て
き
ま
す
。

　

地
図
を
見
る
と
「
目
ノ
ク
ソ
」
と
い
う
島
の
名

前
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

以
前
、
テ
レ
ビ
で
も
紹
介
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る

島
だ
そ
う
で
、
別
荘
と
し
て
建
て
ら
れ
た
家
が
、

そ
の
後
、
真
珠
養
殖
の
監
視
小
屋
な
ど
と
し
て
も

使
用
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

近
く
に
行
く
道
路
は
現
在
私
有
地
に
な
っ
て
お

り
、今
は
立
ち
入
り
が
出
来
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

（
青
木　

敬
三
）

　
　

四
国
電
友
会
会
報　

第
二
一
一
号

　

発　
　

行　

令
和
七
年
七
月

　

編
集
責
任
者　

電
友
会
四
国
地
方
本
部

　
　
　
　
　
　

事
務
局
長　

川
岸　

広
明

　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
四
国
支
店
内

　

電　
　

話　
（
〇
八
九
）
九
三
六–

二
〇
二
三

　

印　
　

刷　

南
海
プ
リ
ン
ト
株
式
会
社

　

７
月
１
日
か
ら
「
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
」
が

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
株
式
会
社
」
に
社
名
を
変
更
し
ま
し
た
。

　

持
株
会
社
の
島
田
社
長
は
発
表
の
際
、
記
者
か
ら

「
長
年
親
し
ま
れ
た
社
名
が
変
わ
る
こ
と
に
感
慨
は

あ
り
ま
す
か
？
」
と
聞
か
れ
て
「
一
抹
の
寂
し
さ
は

全
く
あ
り
ま
せ
ん
」
と
答
え
会
場
の
笑
い
を
誘
い
ま

し
た
。
続
け
て
、「
未
来
に
向
か
っ
て
成
長
し
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
、
新
し
い
社
名
で
グ

ル
ー
プ
34
万
人
一
丸
と
な
っ
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
盛
り
立

て
て
い
き
た
い
」
と
も
答
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
西
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
」
を
卒
業
し
た
私

に
と
っ
て
は
、
や
は
り
ど
こ
か
寂
し
い
気
持
ち
も
あ

り
ま
す
が
、「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
」
と
い
う
名
前
が
正
式
名
称

と
し
て
残
っ
た
こ
と
に
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。

　

行
き
つ
け
の
理
髪
店
で
店
主（
30
代
半
ば
）に
「
Ｎ

Ｔ
Ｔ
の
社
名
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
株
式
会
社
に
変
わ
っ
た
ん
で

す
よ
。」
と
言
う
と
、『
は
？
？
』
と
ポ
カ
ン
。「
Ｎ
Ｔ

Ｔ
の
正
式
名
称
は
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
だ
っ
た

ん
で
す
。」『
へ
ぇ
ぇ
、
初
め
て
知
り
ま
し
た
』
と
言

わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ほ
ど
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
」
と
い
う
名
前
が
世
の
中
に

浸
透
し
て
い
る
の
だ
な
と
感
じ
た
と
と
も
に
、「
電

信
電
話
」
と
い
う
言
葉
が
遠
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
電
話
の
会
社
」
か
ら
「
社
会
課
題
を
解
決
す
る

会
社
」
へ
、
業
務
が
高
度
化
・
複
雑
化
す
る
中
で
頑

張
っ
て
い
る
現
役
社
員
の
皆
さ
ん
を
応
援
し
続
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

編 

集 

後 

記
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■本社（広島） TEL(082)245-5588
■岡山支店　 TEL(086)227-1166　

■基町事業部 TEL(082)502-3505
■山口営業所 TEL(083)925-7622

問い合わせ先［ 受付時間／平日9：00～17：30 ］

■四国支店 TEL(089)989-3663

電友会の先輩方、
お知り合い・ご親戚のお店がありましたら

ぜひ、私どもにご紹介ください。

これまでの経験を活かし、広告通信社で頑張っています。広告全般をはじめ、
販売支援、イベント、印刷物等をご提案いたします。ぜひ、ひと声おかけください。

代表取締役社長 宇山 賢

第2営業部 部長　青野 望四国支店 担当部長　鳥井大城

基町事業部 担当部長　有田 勇

基町事業部 部長　恩田隆司

四国支店 支店長　武田茂人取締役営業本部長　若菜茂雄

総務経理部 部長　高山欣也 総務経理部担当部長　堀下武伯

■四国電友会報4月号 _広告通信社
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亀バス
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